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前書き

国立国語1i1f究所では， n召和49年度以来，日本語教育教材開発事業の一環と

して日本語教育|決両基礎篇を作成してきた。これは従来，文化庁において進

められていた映同教材{ノド成の卒業を新たな形で引き継いだものである。

日本語教育!映両基礎篇は，各課およそ 5分の映画にそれぞれ完結した主題

と内容を持たせ，それを教育の必要に応じて使用する補助教材，また，系列

的に初級段階の学有事項を順次指導すーる教材として提供しようとするもの

で，全30課を昭和58年度までに完成した。

映画の作成にあたっては，原案の作成・検討から概要警の執筆まで， ま

た，実際の制作指導においても， 日本語教育映同等企画協議会委員の方々に

御協力頂いた。ここに厚く御礼申し-1:げる。

この解説者は，映画教材の作成意図を明らかにし，これを使用して学習

し，指導する上での留意、点について述べたものである。この解説書がこの映

両教材の利用を一層効果あるものにすることを願っている O

この第二十九課「よくいらっレゃいました」の解説は，日本語教育センタ

一日本語教育指導普及部日本語教育教材開発室が企画・編集し，執筆にあた

ったものは，次のとおりである O

本文執筆 程IFI寓男(企嗣協議会委員・東京外国語大学教授)

資料1.， 2. 日向茂男，清田潤(日本語教育センタ一日本語教育指導普

及部日本語教育教材開発室)

I肝不1160主F3月

国立同語研究所長

野元菊雄
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1. はじめに

この日本語教育映画基礎篇は，初歩の日本語学習期における視聴覚教材と

して企樹・制作されたもので，この映jflijrよくいらっしゃいました」は，そ

の第二十九課にあたるものである O

この映画の企画，概要害(シナリオ執筆のための最終原案)の作成等にあ

たったものは，次のとおりである。

昭和58年度1=1本語教育映画等金Itlti協議会委員(肩書きは当時のもの〉

石|工l敏子 国際基督教大学講師

木村宗男 [1本語教育学会専務J思事

工藤 治 国立国語:rtJF究所言語体系研究部研究員

窪旧富男東京外国語大学教授

斎藤修‘慶応義塾大学国際センター教授

佐久間勝彦東京外国語大学講師

杉F I青樹 国立国語研究所言語行動研究部研究員

国立国語研究所日本語教育センタ一関係者(肩書きは当時のもの)

けJ 不二男 日本語教育センター長

)11瀬生郎 日本語教育センタ一日本語教育指導普及部長

日向 茂男 " 日本語教育教材開発室長

j青旧 潤 " " 技官

1ド道具木男 " " 研究員

一このi決凶i1-よくいらっしゃいました」は， 11向茂男，消ItlWIJの原案に協議

委員会で検討を加え，概要占ーにまとめありてから制作したものである。制作

は， 日本;シネセノレ株式会社が担当した。概要書のシナリオ化，つまり脚本の

執筆には同社の前出直明氏があたり，また同氏はこの映幽の演出も担当し
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/こ。たどしitiHUの際の ーの問題につい℃は，協議会委員及び11;本語教育

センタ…関係者の意見が加えられている O

本解説書は， 1=1本語教育教材開発室が全体;企画@編集を行い，執筆には窪

田富男委員があたった。また資料1.フ資料2.は， E/向茂男， ?脅出潤が担当し

た。全体の企画j，また執筆にあたっては，心の映画lの企画@制作段階、Cの志;

|玄lが卜分生きるよう努めた。

4見在のl決l'りlは， より多くの人の利mの似合はかつてト記のjしかjiJiにお
いて貸しrllし念行っているの

。北海道教育庁指導部社会教育諜視聴覚教育係

O 宮城県教育庁社会教育ー課

O 都立日比谷図書館視聴覚係

υ1愛知県教育も'ンタ…企1[111管;Jl/!係

o Jj( #15 J(~r教育FtfJ、会教育;*

。大阪府教育庁社会教育課

。兵庫県教育庁社会教育。文化財説

。広島県教育庁社会教育課

o f~\同県視聴覚ライブラリー

なお，この|決両は， そのビデオ版止ともに/:ii己制作会社が版売している。

2 この映画の目的。内容，構成

2.1. 目的@留意点

このi決Ifilj !よ〈いらっしゃい f主した 待遇表成 Jと，次の映IllliI甘

んせいをおたず ~J しにナー待遇表現 2 …」とは， 11;f>: fi自の待遇表現の基本

tピフ 敬'H1&の片Ji去をlド心として， JJ..， {ifq'l'i }.Jllj関係やJ易IUIの'1'で，意識的にI1HffYr

させることを:1=1 的としている O
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<意識的に>というのは，学習者がすでに身につけてきた1:1本語も，この

i決闘シリーズの28巻までに含まれている言語表現も，その大部分が待遇表現

の中の-定のレベルに位置づけられるものであり，ただその位置づけを指導

の中心〔重点項目〉として扱ったことはないという意味においてである。

現行の初級段階の教科書は，そのほとんどすべてがです/ますj レベ

lレの丈を教育の基本として提示している。このこと自体が，生きた日本語を
~' 

学習する際の，つまり日三!記入とのこlミュニケーションで，安全・有効な表現

形式とは何かという l~rJ掛から逃れられないことを示している O

1fT]ーの事実を伝えるのにも，札]y.が変われば，あるいは場面が変われば，

話し子の選ぶ表現形式も変わるのが日本語の話しことばの自然である。しか

し，その変容の姿は極めて複雑であるので，これを入門期の段階から導入す

ることは，プラスよりもマイナスのl耐が大きいと判断されている O なぜな

ら学習者はその初期においては，変;保の種々相よりも，コミュニケーショ

ンとして最低限要求される言語手段の獲得に精一杯だからである。これが，

多少の不自然さに目をつむり，安全性を優先させて，ある時期まで「です/

ます」レベノレの文で押し通している理由である。

とはいえ， 28巻までのn央闘においても，学習にさしっかえないと判断され

る限りにおいて，特に21巻以降ヲ 「だJレベルの文，つまりインフォーマノレ

な表現もかなり採用されている。したがって「です/ます」レベルの丈と

「だ」レベルの文との差異について，その待遇的性格をある程度は知ってい

るはずである。この映i出iはそのくある税度>の理fff.を市it足としてよいだろ

うo Cもし，よく分かっているというなら， rc先生が〕おっしゃった(よ)Jと
1-C先生が)おっしゃいました(よ).1の違いについて正しく理解しているか係

か(椛認しなければならない。 3.3.参照。)この映闘はそのような文末の芯呉

はある程度‘まで既知のこととして，その Lに新しい敬語形式(尊敬語や謙譲

請やその他〕の意味・ m法を導入，または復習することをLI指している。新
しい敬語形式といっても I-~ を C~ て)ください」という依頼の形はかなり

平くから，また「くださるJ 1いただくJ 1-あげる/さしあげる」等は「や
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り@もらいの表現し 2J (26， 27巻)として二の|決Ifll[でも特別に採りあげ

られているから，全く初めてということにはならない。

にもかかわらず，さらに新しい敬語形式を導入することは， <敬語>が日

本語の待遇表;りもの根幹をなすものであり， 4~J に紅会出動さと常む<成人>

前生活には不rJj'避なものと考えられているからである。 日本人の古日託行動

が I二i、フウチ@ゾト p あるいは来l，¥1疎などの人11M関係によって際立った特徴

を見せる二とはお尖て、あるから，学t何者のU/七日制il5))の/c'JLとともに， LI本

人の人間関係とことばの使い分け fi:JH!併し〉日J能な1¥民りその:illiHJの能力をも

習得させる義務が教/lifi1ll1Jにあると思う。 LI本人と全く li，jじということは凶嫌

であるが，徐々にそれに泣づける努力をItiJ避してはならないであろう O 対人

関係に応ずるミとばの使い分けには，日本人の人聞の扱い方についての価値

観がその，'tま反映しているからである。その価値観は異文化面rr丹念背景とす

る学税者には決して分かりやすいものではたい。 1 卜‘の概念にし1 も，ウチ

@ソトの:j1~念にしても，いずれかヅiのみの児解では，学習者はほ語文化に

当てはめて解釈し， //本語に適用して失敗するケ…スが多々ある O たとえ

ば， 1' 1 分はもう先:'j:，とたいへん主~，しくなったからインアォーマルな表現でい

いだろうと主観的に解釈しても， fcl4i:人の価値観はそう簡単には許さない。

試行錯誤は運用能力を重んずる外国語学習にはっきものであり，寛大な強位、

をとるべきであるが，それが教師側の提示や説明や練習のイ4備にもっぱらjti;¥

l天iしているとすればーーその判断はう!日しし、が一一教nmの責任は重いというべ

きであろう。

ミのl決11111のサブタ fトルは!刊j血友此Jであるが，新しい提示としてJ放っ

たとしても，仮説として扱ったとしても，その多くが I敬語」であるという

意味におし、では，サプタ fトノレもは灯台| ぐあっ℃もよい。しかし，敬訪は

{YY.iitfに，)1:2るものとの対ιにおいてはじめスイ(在fIIIi1n'1‘を有するものであるか
ら， <I~炊Jc!ì}否f> と<f品j文丸11川lE(

tに乙留 4怠患さ吐せ、/た乙いという:主t巨巳旨(で l;仇4

lにこゴ非|ドLぎるもののつち経片1.語等は全く扱われていない。
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また，!fJfしい敬語形式の導入といっても，それほど多種多様のものを提示

しているわけではなく，日常生活でよく使われるものばかりである。また，

敬語を含む文の構造も比較的街単なものがほとんどで，単語の意味が分かれ

ば文の意味も I~Iずと分かるようなものばかりであり， くわしい文法的説明を

要求される文は極力避けられている。対[しいのは一一待遇表境という場合

は，ほとんどいつもそうだが一一セリフとして選ばれた文や文を拙:成する要

素が，人間関係や場面からみて<妥当>であるか否かの判断である。この

<妥当性>の判断は，その時代，その社会の常識に帰すべきものである O こ

の常識はまた，側々人によって，大なり小なり異なるという宿命ーをど持ってい

る。教師側の自戒すべきことはこの点である。しかし，この映画に採られた

言語表現は個人の創作によるものではなく，何人かのことばに関する専門家

の合意の上に成り立っているということは覚えておいてよいことだろう。

したがって，待遇表現の基本の理解を目指しているこの映画でもデリケー

卜な部分にこだ、われば，いくらでも問題は出てくる。しかし，初級段階の教

材として制作されている以 i二，細部にこだわることはかえって学習者を混乱

させることになる。人間関係とことばの使い分けの基本を学習させることが

lcl的であるから，学習者の納得する範囲で説明をとどめておくべきである。

また，登場人物の動作・態度にしても違和感を覚える場合があるかもしjもな

い。これについては，日本人の習慣として許容範囲であるかどうか，一般的

であるかどうか，望ましい態度・物腰であるかどうかという観点から説明が

加えられるべきものと考えられる。

ここで，再度強制しておきたいことがある。学習者はおそらく教科書:でも

ある程度の敬語の用法は習っていることであろう。その場合，指導上の分か

りやすさを考慮するあまり，くとド関係>のみで敬語の用法を説明し，それ

が学習者の h~1定観念となっていないかどうかということである。もし，その

ような観念でこのi決断を見れば，疑問が続出するであろう。そうなら，それ

を訂正するよい機会である。それだけでも，この映画の目的の大半は達せら

れたことになる。 I:::J本人がこの映耐を見れば，言語表現や態度・しぐさの妥

-5-



当性にま vずHがI白jくであろっし，外国人は敬fi討のftJ羽すむrHlの広いことに驚さ

と疑問a::持つだろう。

2.2. 内容。構成一…場留を中心として

2.2.1. 言語場面，言語表現についての扱い

この映[iiUでの場l立iや百諮表現についてはう uドのとおり扱うことにする。
1. 11央!りIÍ の構 );\Uこしたがって J劫 1M を分ける II~'には[， 11， III...…のよう

にし， それをさらに煩いシーンに分けるI時には， 1 ---1， (--2， 1-3 

H のようにする。

2. 言語表現については，丈単位で①，②，③……のように泊し番りをつ

ける。類似文や変形文を引用する11寺ーには，①②③f …ーのように

する O 変形引用が:っ以上ある時には" '" ……のJI~! てる f を重ねて

いく。

3. この|決Ir!lJのIドに現れていないJにや語何?を例示する時には， C J付き

のl浴Uをつけ，それに閲辿した引用文や引用語句には 2の場介とliij様

に， l'rJ合つける o ....11òr の文:ゃ0;o，-1T) を例示するIt~j にも， 11\ .1見 JI~éi(こ通しあ:り

fとつける O

4牛本1トド》正:Wf

ところもみられるが，ここでは，積極的には，その問題に触れない。

なお，①，②，③……の文辞号は，使用語義!一覧で引用される丈や? シナ

リ才全文につけられた昨日と共通である。

2.2.2. ~言議場前，言語表現についての分類

このi吹|出lの主題は待遇表現であるが，よとのつらのi!i-I二のく敬rfh>一一[l、

らっしゃる I r-おっしゃるJrめしあがるJぺJ，lお~になるJI¥Jo ~~サ司る|

など …について<刈人関係>を'1'心として，いくつかの場I白!の1:1-1で， ど

のようなwわれh(選択)が行わjしてし、るかを例方、している O
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C 1 ) 人間関係

対話のある人間関係は次のようなものである O

家族関係:若い夫婦(大学講師という想定の夫の小川清と，その妻恵美

子)，および妻の母 n青の義母〕
師弟関係:林先生(大学教授で小川清の恩師，または先輩という想定)，小

川先生(清)，若い女性(大学院生という想定〉

容.I吉員関係 J二記家族と)白員 1 (湯どうふ尾)， および1占員 2 C清水焼

民〉

これに直接の対話者として，行ざずりの人(旅行者〉がひとりい A場前lで力11

わる。これらの人間関係とことばによる待遇との関係を図示すれば次のよう

になる。

く家族・f:ìlì~5関係〉 く存・!首長関係〉

旅行者

!占員 1(湯どうふ箆)

f占員 2(清水焼淫)

く素材刊j邑(尊敬訪・ぷ"袋詰)> く聞き三fi!J遇(丁寧話)>
ヱニエヱ:II.いに敬語不使則，かっ……インフォーマル(普通休)

骨四一一静:互いに敬語使用，かっ...・H ・..ツォーマjレ(放体)

一一一一軒: ・方的敬語使用，かつ……フォーマル(l，dI(体)
一一・-+-一方的 ~E，krW~不使片j，ただし…ブォーマlレ(敬休) 、

(11、?にインフォーマノ") 

この!玄iで分かるとおり，家族関係でも直接の親子のあいだ，および夫婦の

あいだでは，原則として敬語 crです/ます」を含めて)は使われていない。
娘がはを「おほさんJI呼んでいること，娘が「おとうふ」と言っていること

ぐらいが例外と訴えば例外である。 -)i， r夫」と「実のほJという義理!!.の
7 -



間柄では，かなり r~~i し、敬意表現がi~われている。 これについ亡は 11本人で

も J等Eすぎる，他人行儀だと感ずる者ーがいるかもしれない。(/，'，1人や社会階

層による前語習慣の速いと言わざる告とえないだろう O また， 学習者の側 tこ

も， I壮語文化との違いにより，/(ミ iiJ忠i識に!41、う者も少なくないかむしれな

し、。

家族以外の関係については， て敬訪表現がHlいられている。 11mから弟

r‘へのように常11銭的な L→ドの関係がlijJわかな場合でも，尊敬語や謙談話こ
そJ+Jいられていないが， i放イヰ:( J・1半休)は)日いられている。また，客と jtl員

とのあいだで，かなりの敬語が用いられていることを不rjJ!1鮮とすーる学科1者が

意外に多いかもしれない。もしそうなら，敬語の用法を上@下だけで解釈す

る傾I~'J から抜け 11\していないことを示しているの

( 2 ) 場衝の構成

」の映l[tlIの場ll'rIの構成@内容はおよそ次のようぐある。

場1M1 京都の町並ノメ〔セリフなし〉

01決I1111の舞台の紹介

J加古iII 択のプラットホームで(①~⑬)

O 新幹線の到清

o j段場人物の紹介(迎える三人，来る人〉

O 久しぶりのあいさつ

場ffrillI タクシ…乗り場で(⑩~⑫)

o jiJf ftJのため一人離れる(大学へ行く)

oそのためのあいさり

場ItuIV 大学の研究室で(切~ゆ)

。八千Jけを?する，口、付けを伝える

u rl~底 i活で連絡 6ごとる

0**先生に対する小川先生の依頼
O 奈良へ遊びに行くことの申し11:，その断り }f，その使)1る理l:tr

…- 8---



場面V )11のほとりで(⑮-I@)

。道きき，道の説明

場而VI 庭園の前で(t@-@)

場而vn 山門を背にして(ゆ~⑬〉
O 提案のしかた

場而VIII 湯どうふ尾で(@)-@)

O 案内，注文をとる，注文をきめる

O 接客用語

。提案のしかた

場而医清水寺へ向かう坂道で(@-⑩〉

O 接客用語

。買物用語

場面X 清水寺で(⑩~⑩〕

O提案のしかた

上記I-Xの場面は，言語表現との関連でさらに2つから5つの小場而に

分割することができるが，それはそれぞれの解説で扱うことにする。

なお，舞台となる京都やそこに出てくる風景，古寺，庭問，湯どうふ犀，

焼き物罵なども興味のあるところであり，日本紹介の一端として，事f育の許

す限り説明して学習を楽しくすることに心がけてもよいだろう O しかし，こ

れらの背景(風物〉は言語表現と国定的関係があるわけではないから，表現

の学習の素材程度にとどめたい。また，舞台が京都なら京都方言が出てきて

当然だと考える人もいるかもしれないが，そうしないのは学習の段階を考え

て，広く一般的に使われる日本語の提示という主旨から離れないための配慮

である o

i二記(1)(2)に基づいて，言語場面を大きくまとめれば，およそ次のようにな

る。

-....9 … 



1) 家族関係の一例とことば遣い

しぶりのあいさつ，各種用件についての提案のしかた，など

2) 師弟関係の引!とことば遣い

， Fjl LH¥のしJT-その断り7んなと守

会'と r~~8f(とのことはれ遣い(食事事買物)

J長'奔Hl説，注文のしかた，など

4) 未知の人(旅行者〕との会話の→秒Ij

J首きき首の説iりl

(3) 本蓄における敬語の分類

すでに触れたことだが，このI決iifliのサブタイトノレである「待遇表現Jは，

むしろ狭義の待遇表現を指しており，扱われている表現の1=[=1心は敬意表現で

ある O 敬意表現といっても，広い意味のi~J 遇表現の見地からは，厳符には敬

，j討を{吏うとは限らないのであるが，すでに述べたようにこの映画は「敬訪の

Hl法 lが中心となっているとみてさしっかえない。 したがって，敬語の学習

を効果的にすることをII指した分厚!は必要不可欠なものであるといってよい

だろう O

イ政務の分類にはいくつかの観点があり，研究者によって大なり小なり異な

ることが多い。伝統的な幕敬語@謙談話 -T箪語という分知は便利ではある

が，現実の敬語をすべてこれだけにふり分けることは無理が大きい。かとい

って?あまりくわしく分類することは学習者をと女どわせ，学習の怠まfこげ

になることがある。また，分煩そのものよりも，分類されたものに対する説

JijJ--一定義/-)け一 のほうがはるかに大きい意味をもっている。例えば謙談

話についてく [=1分を低めて…>というような説明を強制することは，学習者

にいたずらに心}1~Ú守抵抗全起こさせ，敬語を封建的意、織の残存とだけ解釈す

る危険があり，習得のさまたげとなることがある。また，現実の敬語につい

て fi呉川カ子千かが論じられるとき， IJ*人@外同人を/gjわず，論者の根拠が

(Ii，[人の分納Ic4tiづいており，他者とのくいんがいに気"")いでいないととがあ
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るのにも注意;を要する。

敬語の分類は明治以降かなり多くの試みがなされているので，それについ

ては参考文献を参照されたい。本書では，一般の分類や学習者の{更を考え

て，次の 4分類とする。

①尊敬語(主体敬訪)話し子や話し手側以外の人(主体〕の動作・状態

・所有などについて，話し手がその人を向く待遇する語

②謙譲詩(客体敬語)話し手 I~j身，および話し手側と認める人の行為に

ついての表現をとおして，その行為の及ぶ先(客{本)を高く待遇

する語

③美化語(丁重詰)話しの仁I1に出てくる物事を表現する場合，主として

聞き手への配慮から，話し子が自分のことば遣いの品位を保とう

とする語

④r寧語(聞き手敬語)話し手がもっぱら聞きC:Hこ対して丁寧意識を示

す語

敬語使用に限らないが， 日常の<文>は「話し子」と「聞き手jがあって

初めて存在するものであるから，上記①の尊敬語，②の謙譲語といえども聞

き手への配慮が横たわっていることは忘れてはならない。③の美化語〔丁重

語)はいわゆる「美化語」や「丁重語」と呼ばれているものをあわせて扱

い，さらに「改まり語Jとでも名づけたい「こちら，そちら，あちらjや

「のちほど，当日，本 1:=1Jや「少々」などに類する語(国文法では敬語とは

扱われない〕をも含めた考えである。 1いたします/まいります/存じます

/いただきます」なども，現実の用法としては，謙譲語よりもむしろこの美

化語 Clー重詰)に含めたほうがよいと思われる場合が多いが，混乱を避ける

ため謙譲語扱いとする O

なお，この映画の人称言語jについては， 自称詞(一人称詞)として「わたし

の(論文)Jという言い方が一度「わたしも」が二度出てくるだけであり，

「対称詞J(二人称詞)は， 1お母さんJと 100先4..Jを除いて皆無である

ので，特2にはよ奴り 1.げないことに-]-る o

一11--



このJj)¥とj弱ifこ111てくる敬語のmイタ1)を卜'rJ)4つの分野{に当てはめれば次のよう
になる O

φ尊敬語(主体敬語) : JJ~ さん(お悶ーさん①⑩⑮⑩(í3})， :lo父さん⑭);

~さん n青さん⑥⑩);~先/1:， (林先4:，⑩⑮⑫⑩@，小)11先.Il.⑮働); ~ 

君〔ノj、)II;;s・⑮h いらっしゃる(よくいらっしゃいました いらっし

ゃいますか刷物，いらっしゃったんですか⑩，いらっしゃいませ⑩，な

ど);おっしゃる(おっしゃいました⑪);なさる(なさいますか⑩)、

めしあがる(めしあがりますかのh くださあ(ください⑮);~てくだ

さる(いってください⑮，など);ご覧くださる⑩;お~になる(お帰

りになります⑩，お待ちになるように⑪);~られる(来られて@);お

十名前J(お迎え⑤，お荷物⑦，お約束⑮);おト動詞連用形トです(お

疲れじゃありませんか⑩タお待ちです⑩);お十形容動詞(お好・さF なんで

すか⑪);お l形容詞(お忙しいのに⑩);ご十回Jj詞(ごゆっくり⑪〕

②謙談語(客体敬訪):家内⑩，他人に言う;場合の r~l 分(側)の親族名c!こ

とえば， 母@@);いただく〔いただきます⑮⑩，いただけませんか

⑩，など);かしこまる(かしこまりました⑪⑪⑮);うかがう(うかが

いますが⑬);お~する(お持ちしましょう⑦，お願いします⑮， お話

しした論文⑬);ご~する(ごぶさたしており支す③);お~いたす〔お

願いいたします⑮， お持ちいたします⑮， お待たせいたしました@);

ご、覧いただくぬておる(ごぶさたいたしており生す③，来とおり主

して⑩〕

③美化語(丁重荷)のむほど⑩;こちら⑩⑬⑩;そ fうら⑩，どうぞ⑬⑩

@， !;rど，ょんしく@5J;お~ (お腹駒， :10Jjj!，ぶ弘 おとうふ吻の， お茶

⑩) ;はい⑪⑩⑮⑩(Jl(，)@Jゆ⑪0fY駒胸臨;し、いえの働;ええ (1うん iとの

対比で)⑩⑮⑬⑩てあげる(買ってあげるわ⑩)

@)fl市計十(開き r敬和): ~です、~んです⑬⑩⑪のてし上う(か)
⑬，九， ，tす tしI、うか/よ⑩のゆ⑩('1:二);". ，¥'し、 t'，) (ありがJ:'

1 ご、ざい未ナ/ました(⑬⑩)
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敬意、表現は，ふつう，要素としての敬語を含みつつ，その<文>全体の形

式で表されるものであるから，上記のような<語>単位の分類で事足れりと

するようなことがあってはならない。文全体が持つ文法的性格や表現意図や

丁寧さのレベルへの註意が必要である O たとえば，学習者は「ご覧j という

語を尊敬語のひとつとして覚えたとしても，それが「ご覧になる/くださる

/のとおり jなどの形で、使われれば尊敬表現に直結していることが分かる

が rご覧いただくJのような形になると，これが謙譲表現であることがす
ぐ分かるとは限らない。また， rあっちをご覧(なさい)Jや「来てご覧!J 
が上位者に使えないということも説明を受けなければ分からない。 rなさい
/おっしゃい」などの命令形が敬語であってもヒ位者に使えないこと，一方

r(-て〕ください」は同じ命令形であっても上位者に使えることなど， 機
能についての細かい指導が要求されている。

また，次のような表現形式は，語の分析としては上記の分類のいずれかに

入れることができるとしても，あいさつ語や慣用句として指導するほうが有

効であることも注意すべきことであろう。

ごぶさたしております③，よくいらっしゃいました④，すみません⑨

@l，失礼します⑮，お願いします@，ちょっとうかがいますが@，かしこ

まりました@@@l，お待たせいたしました@，いらっしゃいませ⑩

なお，この映画で、は，次の言い方も大切な指導項目である。

O 導入・前置きとしての r-がJ (@⑬@) 
O 丈を中止する言い方 cr"~ まして J (⑬ r~ ますので」⑪〕

これらについては，この表現が出てくる筒所で，また，次の30巻の学習項

目の整理で触れる。これらは，狭義の敬語の問題ではないが，敬意表現とは

深い関係がある O

(4) 敬語の意味

学習者は，敬語の学習に心理的抵抗を覚えることがある。それは，語葉的

--13-



lこも文法的にも複雑だということ以外になぜ敬語を使うのかという本't"fli'内

問題の理解を求めていることが多い。事実の伝達以上の表現価値を EI本人は

敬語に負わせているからである。広い意味の敬語(敬意表現〕なら，どの言‘

話にもあるといえようが I1木部ではそれを語象的にも文法的にもが11部にわ

たって際立たせなければならない。しかし， 11本iHi全{ノトマ')，1'で、敬HiH¥l!mは敬
語不使用と相補的関係にあり，敬語使用のみが重要であるというわりではな

い。場に応じて変わるのが待遇表現であるとすれば，その待遇表現の根幹を

なすと す肢に考えらオしている敬語はどのような;色、~まで使われているのか9 学

帝者の疑問に答える心術えはしておかな十!ればならないだろう。とはいえ，

この難問には大まかにしか答えられない。|二!本人論， H本文化論の問題て、も

あるからである。ここでは，次のような観点。入その複雑な組み合わせて、あ

るということにしておき7こい。

1) 11本人の人間等1ft:観…一一年齢，地位，能力，思患などに対する敬意i下j

配慮

2) 例会的礼{詫('1'法としての言活観 …改!土り，へ/Jて O'f-i肉/Dなどを、よ

しとする人間関係への配慮

::l) ~，M)'t ， 威厳守宇の保持 I~I らの教義，美的感覚， Ihl位，威厳等の開示

と保持

これらが社会的。心理的人間関係…… l生叶¥ウチ@ソト，恩恵@被恩恵

など一一…という枠組でコント n'，-1レされながら言語表現(敬語行動)として

実現するものだと考えられる O Fiーによるコントローノレというく敬訪の目的JT

方法>については，この巻および次の容の学留項目の整理で触れるが， くわ

しく解説する余裕はないだろう。

2.2.3. 詩語場開， ，言語表現についての解説

以 f，与場mnζl又l;lJって解説するの殺l怖からが!の説明 1七々く，いきなり見

、古る場合と仮定して話をすすめるこく去 に寸る。
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I 京都の町並み(セリフなし〕

テーマ・タイトル「よくいらっしゃいました一一待遇表現トー」が消え

ると， うす明りの夜空に，シノレヱットのように，ひときわ高く五重の;階が映

る。遠くに山の輪車1¥のようなものが見えるo jllfilúi の下‘は 11音い。つ~)いて[曲jj百1

が少しずつ明るくなるところから，これが夜明けであることが分かる。同時

にシルエットの五重の塔がはっきり姿を見せ，下の暗部は大きな町並みだっ

たことが分かる O 夜明けの京都全景，舞台の導入で、ある。

ここまで，このIHTがどこのIfl]であるかは，訪れたことのある者か写真ーなど

で見たことのある者以外には分かるまい。この11fTがどこであるかを想像させ

ながら，次の場u'iiIIで京都駅のプラットホームが現れるまで待ってもいい

し，一時{亭止で，画面の説明をするのもいいだろう O

全)こ11を見おろすような大きな塔は束手f(とうじ〉の五重のl芥(東寺は 706

年の建立)。右手には京都タワーが見える。 i詳の下は京都駅をはじめとする

ピノレ群。

京都は 794年から1868年まで日本の首都で，平安京と称した。皇室との関

係が深く御所(ごしょ〉ゃいくつかの離宮があり，また平安時代以来，絵画・

彫刻・建築・工芸の中心地として代表作も多く残されている。宗教都市とし

て自社寺に寓み，優れた庭闘も多い。周聞を問む山には風光明婦の所が多く，

京都大学を始め学校も多い。旧市街は東四南北に道路が整然としている O 人

口は約 146万。岡京，京とも呼ばれた。代表的な|丞i際観光都市である。

n 釈のプラットホームで(①~⑮〕

駅のプラットホームが映し出される o .::r.スカレ]ター，案内板などが見え

る。列車が到着するOこオしが新幹線(1964年開通)0 択のアナウンスは「…

ひかり 143勾……喬線に到着。……lecl線交でさがってお待らください……J

「京都，京都です……!と聞こえるが，音声は不明瞭。指導の対象とは考え

られていなし、。 11木の手IJ取の駅では発着時にほぼ必ずアナウンスがあるとい

うことは教えてもいい1ごろう。学牛:JI投を着た高校生 t')しい姿も見える。
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II-l 母を迎えて(1)(①~⑥〕

列車が到着すると，若い男女が老婦人を迎え，あいさつを交わす。

恵美子「①お母さん。J

母 「②あ，恵美子。J

清 「③ごぶさたしております。

④よくいらっしゃいました。 J

母 「⑤清さん，お迎えありがとう。J

清 「⑥いえ。J

この 3人がどのような関係かは，すぐには察しのつかない竿習者も多いだ

ろう o 関係を解く鍵の第一はH子称であるが， 日本人の呼称についての知識が

なければ鍵として使えない。ここで早くもことば(言語習慣)と文化(人間

関係のとらえ方)との問題にぶつかるのセリフ①~⑥だけで学習者に 3人の

関係を推測させてみるのもいいだろう。 H本人でも 3人の関係を断言ナる根

拠は表現されていない。 また， 二人連れの男女の年齢についての判断もかな

りま、らまらになるだろうと考えられる。初老の婦人と若い男女とだけしてお

くと，ここまマで 3人の関係が分かるのは次のことだけである。

日~~_c):k，rl}AJ 初老の婦人と若い女性との関

// ¥叫 係は親子だと推測がつきやすい

/Y~ 、川町内川がフ械の

んうるう ?、cL
Yも'//J ¥弐~ 婦人から「キヨシサンJと11子ば

一一一一一望一一? 一一一一一一一れる:lJ:!Nf;]、，他の 2人とどうし、
什;ぃ女'111:1::;;:こここ二二一軒lTfいり)'1'[: 1 
し」一一一一一よーj句 。 し一一一一一一一J う関係にあるかはまだ分からな

い。若い労女が夫婦であると立，f1fする言語 l:の根拠もない。友人であって

も，婚約者(';わっても，その他であってもよい。ただし，初老の婦人と清は

相判丁寧な話し)jをしているのが特徴的であり， If(望号な行[jJ(lJの根拠である

が，多くの学胃者にはこの p卒さがかえって判断のじゃまになるだろっ。 に

の3人の関係は次のJ易trriII -2へ行って，もう少しはっきりする。

Hi 



①の「おu):さん」は子どもからほ親への最も一般的なlトFびかけ諮。自分よ

り→1::(SL: fこ位置する親族名称は rcお)~さんJ という敬語形式を持つが，音形

上:デリケートな変化があることに注意。また， ~見への呼びかけ語は幼児期か

ら成人に近づくにつれて「ママ→お母さん/パパ→お父さん」のように変化

するのが一般的。どのような呼称、が使われるか，何段階の変化を経るのかは

地方や家庭によって異なる。成人の親へのl呼称は「お母さん/お父さんJが

ふつうであるという指導でいいだろう O

②の「あ，恵美子Jの!あ」は，組く強く発高二され，何かに突然気づいた

時の感嘆詞。「アー」と長く発音すると;官、味がいろいろに変わってくるの「恵

美子」と 11ヂび捨てにすることは， 日本では一般に家族内での上→下の関係に

限られると指導したい。ただし，家庭によっては「名前+サン/チャン」や

「エミさん/エミちゃんJのような敬称や愛称や短縮形などが使われること

もある O 他人である成人間で名前で呼び合うのは特別に親しい友人間で，ほ

ぼプライベートな場合に|浪られ，若い女性の場合であるとしたい。これに対

応する男性の場合は姓が使われる o 男性の場合，親しい友人間での「姓」に

よるH乎び捨ては生渡つづくことが多い。肉親はもちろん親しい者どうしの聞

では，名前でl乎び捨てにするという言.fr苦習慣を持っている学習者には特に注

意しておきたい。

③の「ごぶさたしております」は「重なあいさつ表現。敬語の分類では謙

譲諸に位置づけられるが rありがとうございます」などと同じく，位置づ

けなどにはこだわらないほうがよい。この場而では，丁寧さに差はあるが

「ごぶさたしています/いたしました/しました」も使える。ただし「ごぶ

さたしておりました/していました」や「ごぶさたいたします/しますjは

使えない。テンス・アスペクトの問題である。学習者は一般にこのような場

合の r~ております/~ていますj の使い方は苦手である。 rごぶさた」は

「ご→ぶ十さた(御無沙汰)Jであるが rぶさたJがほとんど使われない現

在，一語(名詞およびサ変動詞)として扱うのがよい。 Iごぶさた」は訪門

や文通が久しくなかったとき，それを詑びるあいさつ語で，似た表現に「お
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(}夜しぶり(<)/ーとくに川、tすけがあるが、ょんらは:詑びの気持ちは会

まれていない。 I~ ており去す J (j) 1おる」は iおらjしるい|のような)f]もとも

あってやっかいな話だが，ここでは I-~ ております」全体で r~ています J

のさらに丁寧な表現とし，謙譲諸としての意味も生きているので，相手側の

動作や状践には f'X~わないようにという注意、を・与えたい。その意味で本書では

!謙放し、とし/こり

④(j) ょくし、{..-')，.)しゃい tL!二Ii.L@とIrrJじく，村1Jの米，W6::歓迎ナふ i
f:]Rなあし、主つ炎JJ;l，として|波う。 1し、 l、)-、しベ'とくiJが iょく j とともにあいさ

つ炎坑にな仙のは「米とらJ(j)忠、(/)とさにけ C， I{JくJIし、心J(j)忠、のとさは

くほめことば>となる。 1.ょくし、か〉しゃいます二!な l、パしばしば米る」々

どの，患を尊敬語化した単なる:幼{ノド表。~-cある。 あいさつ語としては類似の場

luiで「よぞおいでください交した」も{むう。親しい間の「よく来たねJもあ

いδつ亥此となりうる。

以 1:の③④の表現1/ゥ~iJ ~なり J~V!:なことからうこの労tlーと初老の婦人との関

係はふつうの親子の!討j附とは述フこどに気づかせたいものてゃある。

@与さん，キì~l1えあリがとう 1 -汁J，この婦人は 1;青さんー!と敬;粉、を佼f

ソーぐおりトftFJ会ての[恵美よFJとは注っ一ぐいること， また「お;wえ」とい

っ敬語形を使って感謝のあいさつをしていることに注意dせる。 rお迫!えJ
の「お」は「あなたが(私を)迎えること」という動{ノド主体に対する敬意を

表しているので尊敬語にl喝させるのが適当/ごろう。また IおJI立本来名前j

につくものであり迎えJが勤前!の述YIJ形であるとしても，連用形はもと

もと名制作|、の弧iい機能:á~おっておりおj によってその名詞l約機能がー附

M員三容になるものとある。

なお 2人の r!語、さからみーム iおjJJlえありがとう」と iヱ1い， 1:1弓迎えあ
りがJうごJいl:-LIとrrってい必いこ 2に版I::Jを飽く学資者が1，、るかもし

れノえにし、o \.~の 2 人が l 、うがな物 l汁いをしてはいるが 1 ごく5 います{十I 6:f'L;:; 

{J、ど11同たった関係¥、はなL、からというiJtIUJの程度にとどめ 2人の関係五三挑

測させ二みるのがいいだろう O さらに，@で消が会釈う③で婦人がおじぎな
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している o ，-お国さん」と「恵美FJは特におじぎをしていない。婦人のガ

が深いのは男b.:I'~:: と iゴってよいだろうが，この行必Jで、も清との関係を l暗示し

ていることに気づかせたい。

⑥の「いえ」は「いいえJのつづまった形と考えてよく騒い否定である

が，むしろ「ありがとう(ございます)Jに夫打tする「いいえ， どういたし

支してJという全体が「いえ」ひとつに収約されていると見たい。ことば遣

いは‘般に簡略化与れるほど敬意は経くなるという位二質を持っている O

立-2 母を迎えて(2) (⑦~⑬) 

lL¥ifl!えのあいさつが終わって，消は義付与の件Ii物に気づく O さらに， fI;いに

いたわりのことばが交される O

清 「⑦あっ，そのお荷物，お持ちしましょう。」

母 「⑧そうですか。

⑨すみません。j

清 「⑩お母さん，お疲れじゃありませんか。J

1'1: 1-⑪いいえ。

⑬j脅さんも，忠美子も元気そうね。」

恵美子 1⑬ええ。

⑭お父さんは元気?J

旬、 「⑬ええ， とても元気よ。」

⑦の「あっ」というJ恭助制は， ，-あ」よりも強く，ここで、は気がつくのが

遅くて失ネしした，という気持ちが込められている o i-お荷物」の「お」は丁重

な扱い方をしたい相子側の所有物に対するもので尊敬語。荷物そのものでは

なくて，荷物の「所有者」に敬意が向けられていることに注意させる o ，-お

持ちしましょう」の「お~する」は動詞を謙説話化する場合の代表的な形

式。この願型表現は，文法上，相子との関係でとらえた 1~I :5t，または自分側の

動作 G日出の人物が 2人ならば，そのうちの下位者または自分側が，上位者ま
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たは;1'11三HIWに点、jして行令動作〕の表JJ'I，としてfIjい，村1I命({JUJ) 一一話題の人物

が2人ならば， H~{者の!奴バノドが及ぶ先，つ去り 1 ，i立;者…………に敬意、8::'表するも

のである O ところが，この「お」についてく I~I 分の動作，>になぜ|おJ 合 f史

うのかという疑問が外l主i人のみならず，一般の日本人にもかなり多い。これ

は謙談話を<r~1 分会低めて表現し，結果として……>のような説明だけで終

わらせていることの弊容である o の|お|は形式 L'，I'I分(側)の動作につ

いているように見えるか，本来くあなたのために/あなたへの/あなたにか

あなたのこと在おもんばかつて/……>などの意味〔格関係)合持

っているものと解するのがよし、。'下河者には必嬰以上の説明をす‘ることは遮A

けたいがう 補話(多くの場合11(1'.1百九うへの敬忠;いであることは分からせたい。

なお， 1-お持ちしま Lノ j、う j の I~ ましょう J について， 1'(いっしょに)行

きましょう!のような勧誘を去す意志の表現とだけ:111'.解している学校l者に

(~t ， l :l手持ちし去すぴいが腕r~n になるかもし jしない。そのような学有

者に は;j;5'者者令の禎禎、1級J丘凶仙l{l刊i自が的!ド内〈句J怠;志一色志色ι;衣ア示式てで、守、あ
在合必?ケ、伶や守〉わらiげy，押しつけを:)JiJi!J!J十φ先Ij栄.:1::r七しょう jが持っていることを:知

らせ.k.1.、。

③の「そうですか」は疑問文の形をとっ亡いるが，納得@許諾を表す。発

高二に注意。

⑨の「すみません jは「すまないJの丁寧形で，ここでは謝意。感謝と謝

罪を一語が合わせもっということは語源的にも文化的にも興味深い。なお，

「ありがとうJ(こ代って「すみまtJ:ん iと{史う人が多くなってきていると β

われる。

⑩「お母さん，お疲れじベ〉ありませんか」仁J:， '(~lfhiJと[")n与に慰労の気持ら

を込めている o 1-ぉ1J.blもjの l:kUは付に刈するもの。「お母さんが(敬意の

対象であり，状態の主体)披れていること iを表す。「お~だ/です/でご

ざいまオJ(その否定形も〕かいう尊敬表現の411であるから「疲れじベ〉あり

ませんかJ1波れて、、しよう iのような f::Iぃ)jはない。

⑪ 1，¥いえJは否定に速いないが，手事l
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いJl'心配してくれてありがとう」などの気持ち症と合み，相手に不安を与え

ないため，相手の気づかいに感謝するため，などの配慮を含めていることが

多い。やわらかい音調が要求される。

⑬の「清さんも，恵美子も元気そうねjについては，②の「恵美子J，⑤

の「清さんJと同様，一方を呼び捨てにし， ‘方を敬称でIlfんで、いることに

波意させればいいだろう。ただし，聞き手待遇としては， r清さんJを含み
つつも r~元気そうね」と普通体(常体〉が使われている。このl決闘では，

全体を通じて，母は恵美子に対しては普通体を，清に対しては r寧体を用い
ているが，ここで普通体を使っていることは，清を恵美子という実子に近よ

せて扱っていることになる。かりに「清さんも，恵美子も元気そうですねJ

と丁寧にす寸Lば，よそよそしさが強くなり，恵美子をはみ出させてしまうこ

とになる。この⑬の表現は，母と清の関係，恵美子と清の関係をこれまでよ

り一層明1m:'こしたことになる。なお「元気そうね」は火性の特徴的な言いブj

といってよく(男性はH!わないというわけではない)， l.z'性は一般に，会話

では， r~ ど」で終わる形 tr: 避ける。「だJ のもつ断定的強さを避けるためで

ある。 r~ だわ」は例外として扱うのがよい。 I-~ そうだ」はここでは眼前の

状態を推量して判断する場合の助動詞(様態のJJ)J動詞)。形容詞や動詞に続く

場合の語形も確認させる。また，それらの否定形に続く場合にも注意させた

い (1元気で(は)なさそうだ」など)。

⑬の「ええ」は，もし「はい」とすれば改まり(フォーマリティー〉の度

合が高くなり，⑬の返事としてはそぐわない。「ええ」は「はいJよりブオ

ーマリティーが低く， 1うん」よりずっと高いという指導でよいだろう O む

ろん， [ええ」と「はいJとには用法上の男uの差異もあるO

⑭「お父さんは元気?Jの「お父さん」は，この映画では初めて出てくる

請の中の人物。形の上ではくだれの父>であるかは不明だが，既出の「お母

さん」が<私の母>を指しているとすれば，この「お父さんも」それに対J;t~

させてく私の父>を意味するのが自然であろう。しかしこれは日本人の習慣

を知っている者の解釈であって，学習者はそんなに簡単に特定できるもので
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は ~l: く， く :;:1['>(> 合指しにいゐと jA ッか'1，しれ々いの℃、;(んと~ 0 7[~~気?.J fよ

形1が動制 1")[:気k'Jのl;fi作物IrL(形容動計f;Jという扱いなしない立J;tj-eは汚11)。

この前幹JlJtJ;はインアォ…マノレ/ょJ劫i1'riでは，男氏を問わず，かなり頻度がi向

い。 r~ は便利/不便?J 1"そんなに有名 ?I などのように。このJi%)ji'iiで清が

d っとすれば， rお父さんはお元気なずか!となるだろう。

@Iええ? と亡 '1， J[:;イ，，¥，よJ(/) rええJf;同争とIfi)t: 0 1 JCノ系JJはせタ止 InJL: 

く d1:f~~糾fl ìSたどが， 、ーのど1:りに1[(J't! 11 Jがくのは!I:tl. il;'Jiィ。咲}'I-ilなら|マjじ

気uニよ。|がみ、-"--')~) 0 

」ぴ)⑩の.I(hこずlI.、二， 学科おーいょっ"¥.は， ト'.ih~):a:: r川、主更すと寸*しはどん必

十iい}jかといソ疑問Ud匂くかもしれない。つ:とりう ~:が一人(そう{反シi~ し乙)

会第三者として子どもにle.Jかつて 1苦う場合，どんなII'{'-~防が使われるのか，

[お父さんjなのかョ!かれJなのか，あるいはくお前の父>のような註い

}jなのか，という疑問である。この場合(親→子〕は iお父さんJ -c，;よい

が， うっかりふ，f;を広りると，疑問ばかり抱かせる結果となる。

以 lメ1)場i古iII"~ 1， II _.."" 2を通じて，人IMjl文l係についてのあらかじめのイ

ニトロダクションがないとすれし入学習者り次のようなお~I:;J を抱くと考えた

lま Jがよい。

く1> 1";)ol;JさんJとlIfばれるた性と[忠美 fJと呼ばれるt<.'14!どは尖の

親子らしいが，恵美子と|清さん」とH子ばれる男性とはどんな関係なの

か。 夫婦らしいが， {i'(1かには分からない。友人.Iru 1:京@婚約者その他も考

えられるのではないか。

く2> ほと恵美子は iです@ま寸 jを(<L;わないl訴しみをしているが，川と

|日清さん」との問で、は敬語が多)11(5s; iしているし，態度もJ':t.IRである。恵美

f‘と清が犬婦であれば，治もまた恵美 f‘とI(lJ(i'x‘Gあり身内の‘l-aであるか

ら〉二のような倣百i?の多mはく.t，カ、しい>のではないか。
く:l> 育とjt〔美f-(土I[んいにどのように lif-びfTい， どのようなにとばばい会

するのであろっか。

よれらの疑問はすべては|、んの場Ifriに持ち越される。 <1>の疑問は3
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L:では，⑩へ行って )](flげするはずである。く 2>はEI本人の人間関係と敬語

の井j法をl与えさせる重要な要素であり，広く敬語の}司法在考える場合のひと

つの基礎的モデルとなりうるものである O この 3者の関係とことば遣いとの

関連が分かれば，現代敬語の用法に関する理解壮大幅に前進すると考えられ

る。ただ，この映画では，清と恵美子との間の呼称例は提出されていない。

その解答も一様ではないだろう。人|呼称の問題として別に指導する必要を教

えている。

なお，興味のある学也l者には， iEJ劾人物の)服装 (I:t):の合わせの一荷物・ dlif付

ざ，恵美rのす・fflJ，治の，-着7と季節(新織のころ〕の関係に百放してもい
い/ごろう。

なお，母親が i(お父さんは〕とてもヌじ気よ」と言ったあとの，尚らかな

笑いはなぜか， とまどう学習者も少なくないと思われる O 一種の I~慣れかくし

であるが，この解説は困難である。ほから見れば夫，子から見れば父に対す

る親愛の情の表れとしておいていいだろう O

国 タクシー乗り場で(⑮~⑫〕

駅をLUるとタクシー乗り場に行く O 消は約*があるのふ他の 2人と別か

jしる O

京都のよフな大きな駅でなくても，ある程度以上大きな駅であれば，駅前

に!広場があり，タクシー乗り場やノξスの停留所，時には駐車場があることを

教えてもいいだろう。

恵美子 l⑮林先生とのお約束は?J

?古 「⑪うん。

⑮お母さん， ちょっと，大学に刑事がありますのでう失礼します。J

1リ I⑩まあ，お忙しいのに，すみませんごしたねえ。J

I古 ["⑩では，のちほど。」

j辻 l⑪はい。」

清 「⑫これ，頼むよ。J
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j瓦一長 r1ゅはい。J

⑩の|林先生とのお約*'立?Jの「林先生」が/これであるかは;とだイベIljJ。

I":to約束:Jの|おjは直接的には恵美子の清に対する敬語であるが，活躍!の

人物「林先生Jの扱いも敬意の糸J¥2<:として真に存在していることも見逃せな

い。すでに分類の噴むは!静匂幻fiJに入れである。 しかし， ?古と恵美子がえ、j

T干のことば遣い止していたとしぐも)、/こかりに I林先/I:.Jが清より卜'u'r，者

、てゃあるとしども起こりうる 行あるから， 定化;治的!IJ{よといっても dL

')かえないと思われる。 ~t1ょ，男1ftが(史うじとはそかない 1':1占Jでもある

l :tô約束は ?J は r~ はどうし去すか/どうなってい茨すか/・・・…」などの

:ffIli洛として扱ってもよいであろうが， I~ は ?J はb しろ，相手にやjかのJlJ

件を思い出;させ'るといjffijに，その解答:を相「‘にゆだねる提示の文として扱う

のがよいだろう(⑩参照)0 "ヒた， 1山石iiJ が 2 つ重なる I~ との ~J の使い JJ

は学者者f:l̂ 般に芹 rであるので，練31Nさせ/こいo WIJえば!代(付守1似 1り〕林先
4件[:リ:とj 約l束i収瓦v中杭相H伝日談炎 ( ををJ寸)寸す凶どる" (j主Aγ主λI言ふ訴.h
)てで仁ぐ守~、o ，二珂jれ♂Lfに乙 「お」 ぺや， 1仁日¥γ、Jや 8:千付付)，力力加11させせ令てみみ、る o 1たこ式ど その場i守， ，:1ニu討と杯If

どの関係で|お/ご」はだれに敬意がliiJけられているのかという疑問が出て

くるので，教師はriJili'(r:な見解を払っていなければならない。

⑫「うんjは殺しい人の間の応答詞。「はい!のぞんざいな言い方。 ここ

では「きみの言うことは分かった/おぼえている!などの意。この「うんJ

は初級の教科書には採用されていないことが多く，学習者によっては初耳か

もしれない。 T'I宇fな表現にはそぐ;1)ないということは教える必要がある。

|\寸。ます J だけで教えることは， ~N .Eg レベルの統恥 1" ， 1うん」が 11:て

tKてはならないこ土台意味している n 恵美子Aに京、|する消の返詣が!うん」に

あることはラこの 2人が特別に近い関係にあることを推測させる。

⑬「おEi}:dんうちょっと，大学にJlICJiがありますので，失礼します jの

「ちょっとJは 1-(大学に)HI事がある」にかかるとも， 1失礼しますJにか

かるともとれる O このような lらょっとjはH~;首会話で多用され，語義f'lりに
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は「ほんの少し/しばらく jなどの意であるが，話者の相子:に対する気づか

いの表現(あまり迷惑をかけるつもりはないが，など〕として機能している

(30巻@参照)01失礼しますJは， 自分の都合で相手に迷惑をかけると判断

される場合，つまり礼を欠くと考えられる場合(この場合はその場を離れる

こと〉のあいさつ語として広く使われる O この場合の I~のでJ は I~か

らJとも言えるが， I~から」ではくだけすぎのJ，'i.，X(じが強くなり，ここまで

の母→清の会話や態度にはそぐわない(19巻参照)。

ここで「大学(に用事がある)Jということばが出てくることは，先の「林

先生」ということばと相まって，清もまた大学関係者で、あることが刻、像され

よう。

⑬の「まあ」は驚きを表す感動詞。この場合の「まあ」は，次につづく

「お忙しいのに，すみませんでしたねえ」から推測されるように， 1そのよ

うな(大事な)用事:があるにもかかわらず，わざわざ出迎えに来てくれた」

ことに対する驚きと感謝が込められているということに気づかせたいもので

ある。感動詞は文脈に依存するから，そのような意味は当り前だとして済ま

せるのではなく，驚き，詑び，感謝などの意、がーイ本となっており， しかもあ

る程度の改まりがある場合，女性は「まあ」を使うのが一般的なのである。

「お忙しい l は尊敬語用法。形容詞につく「お」は「あなたが~/あなたに

とって ~J などの意(格関係)と考えると分かりやすい場合が多い。 1- の

に」は 1-にもかかわらず」の怠を表す綾統助制。「から/ので|と意味 L

の関係は逆になる。「すみませんでしたねえ|の部分は「すみませんねえJ

とも言えそうに見えるが， 1-ありがとうごLざいます!と「ありがとうござい

ましたJとの対す‘と同じく，完了と認めた動作・事柄には「たJ形が自然で

ある〔⑨参J1Jの。主た， I(~た〕ねえー!と長く言っているのは，話者の気持

んの強品!と古っていいよとろう。

⑩「では，のらほどJの「のちほど」は「あとで」の改まり表現tで，本書ー

では美化詰(丁重語〕に入れた O 狭義の分類とは別の扱いをすべきものだ

が， .丁得度の高い文で使われることを知らせたいの「さっきーーさきほどJrこ
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っちーこちらJrきょう 本11_:などの燃もこの「改まり表現Jとして倣う
と「等{さの号室合，11，からみて19f不IJてゃある。なお， 1のちほど 11さきほどJなど

の「ほど」はおよその見当を表す凶l助~fr]だが，先行する認の意、I氏の商J妥YI，を

lだやかす， (:t たらぎを 1~I't)，敬語表現と深い|立l係がああ n 110分l)dLLt:J 1 

い115(fく， DO分ほど失礼し:)c:す|がふつうぐあろう。

必の母の 1-;い、 I1;]:， これまで、の清との話しゾJのレベノレに合っている。

働び)rこれ，頗むよ I(土，⑪の!うん lとII'iJじく?恵美子に九JLてはイン

フオ}マノレの表fJ~ をしていることを明瞭にポオ。 :1 ，\1こ終助1\r1] fよjは， rだ一|
の体につくか， rです@交すJの休につくかをf[りわず， 主た男1;:を問わず，
ぞんざいな感じを与えやナいので，使えるお 1子や場に注意、させたい。恵美子

が古うとすれば I-~ij'i むわ l となろう。「たのむ」は何かの処置を人に任せる

の意で， ニの場合， 1会等f表JJi，にするとすれば， I!H'iみ主す lよりもなしろ[お

伸長いします」がふさわしい。

信事の恵美子の[はいjはラ⑫のlザの「はいJとIfiJじく，清に対してある丁

寧さを保J';'iしている表明iである。清の「うんj と対上じさせる。ただしフ現実

の夫婦で，主主:が犬七二j:;Jして常1こ「はしりと立っといるわけではない。

なお，このタケシー乗り;場で，存(1手〕がタケシ-(こ乗るのを見とどける

古ínこ，清が立ち去ることについてコ''f-今町卜に反すると!，~~じる学視者ーもいる

かもしれなし、。

JV 研究室で、(⑩~⑬〕

大学の研究索(と!日;われるところ)がi映し/1:され，そこに仁王場する 3人の

やりとりが紹介、せれる。大学も{自の会社と In]じく，社会人の職場であり，そ

こむHi:5]すされるf!!'ir耳炎Jli1，i:l、ラ J.[\ く(， I~，合一外受モJlJ，、('，JLている'1，のけ<iJ制止礼

( ，、し、t.i7，リ"

IV 1 ~言付けを残して(仰~帥〕

'J;~ 内 c;， 50十介)i!J1わ;jlる数J吃(，しいリ.JVIがj干し、1;'i"'lle， ~i ‘)け
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林 「⑫ちょっと，図書館へ行ってきます。

⑮小川i君が来たら，待つように言ってください。」

院坐「⑮はい，分かり玄したの l

この若い久村:は， シナリオーでは「院生|となっているが，画ITfiでは立場が

はっきりしない。助手や秘書なら専用の机ぐらいあるのがふつうだから，学

生とでも考えておくより仕方がない。

⑮「ちょっと， 1辺山鮮{へ行ってきます iの「ちょっと」は⑮参照。すぐ戻

ってくることを意関している η 若い女性に丁.~字体で話していることに注意さ

せ 2人の関係を推測させる。 r図書館」は何らの限定がついていないとき
は，聞き手(若い女性〉もすぐ了解する図書館ということになる。話し手の

属している機関の図書館が常識であろう。図書館と図書室とは区別される。

⑮の「小川君」はだれを指しているかは明示されていないが，⑮⑪の会話

と対照すれば推測はつくだろう O また，⑮で恵美子が清と同じ立場で「林先

生Jと言っているとすれば，林は清を「小川君」と 11子んでいるところから，

この 2 人の上下関係は了解される。 r~君」は主として男性の聞で同輩かそ

れ以下に対して用いられる将い敬称 Cf;:性同士なら r~ さんJ がふつう〕。

したがって「小}II%Uの動作については敬語は用いられていない。「来たらj

を「来ましたら|にすれば聞き千(若い火性)を一層高く扱うことになる。

「待つように言ってくださいJについては， r~ ように ~J が未習の学習者

がいるかもしれない。この言いプ1は練習しないと「待つ言ってください」と

か「待ってくださいと言ってください」とかになりやすい。「ように」は文

法上複雑な意味を持っているので，この場合は動詞と動而lをつなぐ用法で後

の動詞の内森を示すという説明だけで止めておくほうが tい。

r~ てくだ主し、|の「く lょ";.'\とら J fこ/)し γ亡・言すれば， rなさる・おっし

ゃる・いらっしゃるJの命令形がふつう 1:位者に怠いJ てはfをえないのに対し

て，この「く/ごさるJの命令形は L位・下{之の区別なく使えるという特徴があ

る。これは語義的性質に市来する o rく;/1ノζ，1と対比する止分かりやすい。
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「こんどは先生が読みなさいJのような誤用があるので，同じ尊敬i語といっ

ても注意が必要で、ある。

⑮の{はい多分かりました!は，全体で応答:詞的用法に近く，相手の言っ

たことを了解し，その通りに行動する等の意を表す。ニの場合は「はい，示

知しましたJでもよい。 rはい!だけでも， 1分かりました/承知しましたj
だけでも成り立つが，問方でより下宿さが増す。あいさつや応答は言い{許し

みをしない古いhが敬語の茶木であるの

IV--2 賞付けを伝えて(⑫~⑮)

前の場I扇舟付けを残した場[白iであり，この場前lはその言付りを実行する

!こ|的とする人に伝える 場ffriとなる。 清が研究室に入ってくる。/、ソ

ケもしないで入ってくることに疑義を抱く者も争いかもしれない。

j青 {⑫**1e正1:は，い{うっしゃい:1すか。 I
院生 ⑮あっ，小川先生。

⑮いま，林-先生、は，凶作期日{へいらっしゃい去した。

ゆすく三お帰りになります。

r-@こちらでお待ちになるようにおっしゃいました。J

清 「⑮そうですか。j

⑫「林先生は，いらっしゃいますか iについては，林先正i二の動{ノ|ーについて

「いらっしゃる I(いいる)という尊敬請を，聞きの次官1:に犬、lしては「七

十Jというー11す匂計在使っていることを肝純一i認させたいo 11文Elt蝦h百!が←文:ォυとく
るときはIn¥に「七ナ形|だと il呉fq!(，している学習者が多い。敬語動詞が1:とす」

と共に{史われやすいのは， 11前のitlチ(聞きF)1<)<;) しても尊敬訪や議官談員lf

合的う J易合が多いからである。 r-**先!i' は，いらっしゃる//いん~.-)しやぺ/こ

?Jのような言い万が11:しいことを夕、n~、〉ない場介がよくある。学科l者は A般

に敬訪勤前の常体は使いにくいようである (3.3.参照)。

⑮で内の女ドU:i，入ってきた男性を見て，すぐ「あ~)，小川先生。Jと
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言っているから，少なくとも女性にとってこの男性は以前から知っている人

物ということになるし，<教師>であるらしいことも視聴者に教えている O

i青の姓が「小)I LIであるこども分かる o どのようなポストにいるかは不明。

⑮の場合の「いらっしゃる」は「行く」の意。 rいま」は，狭い意味の
「現在Jを指すだけでなく，現在を中心とする近い過去にも，近い未来にも

使われる。ここでは近い過去。⑪では近い未来。

@ rすぐお帰りになります iの「お~になる」は，この映画で初めて提出
された尊敬語形式。動作主の行為@状態を表す動詞を尊敬語化する最も代表

的な型である (3.2.参照〕。

Gti) rこちらでお待らになるようにお叶しゃいました」の「こちらで」は

「ここで」の丁重表現。本書では美化詩(丁重詰〕という区分に属させてい

るO ⑩で、述べたが rここーこちら，そこーそちら，あそこーあちら，どこ

ーどちら」の右側の語は本来<方向>を指示することばだが，その方向性ーの

ゆえに敬意表現に応用される。 rここ・そこ」などの直接の場所指示を方向

性でやわらげたり，ぼやかしたりすることが敬語の本質に合致するからであ

る。「お待ちになる」は⑩の「お帰りになるJと同様の尊敬語化。「おっしゃ

るjは「言うJの尊敬語。ここでも@と同じく r(動詞)ように(動詞)Jの

い方は練習したい。

@の「そうですか」は了wf.・承諾を表す。⑧と同様，下降調のイントネー

ションに注意。

N-3 電話で連絡する(@l-@)

院生は， ~青の来訪を l苅需館へ行った林先生に伝えるために，電話をする。

院生「⑮あっ，そちらに，林先生，いらっしゃいますか。

⑩・・・・・・はい。

⑮あっ，林先生，小川先生が来られて，お待ちです。

⑮……はい，お願いします。

@(清の方を向いて〕いま，いらっしゃいます。J
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j青 「⑩そうですか。

⑩ありがとう。j

⑩の冒頭の(あっ|は，先ブ'j ([;.(1書館〉カ;:t交話器な取り I:ff'i:~室長1; rl fこ11¥た

ことをイj'([;rr:zした場合， !/，-'，川こららの目指す相子が直fi:l'l!¥tc場命に思わず11-1る

~~ぷ勤前l。このJ易合，おそらく先方は I(こちらは)間 7!?企i'w.です j のような応

答があったと考えられる。この場前iは漏話のか付ブjを教えるのがI1(1']ではな

いので簡略化されているのこららが名乗らないのは‘般(I(jには変ではある

が，交際の頻繁な，あるいは互いに相子が分かる場合には往々ありうること

であり，いきなり別件に入ってかまわない:1たがLが)成り¥'[っているのどと見;IG

ばよいだろう。 rそちらにJは「そこに!の丁東表現，@参照。l'ネノドうt正1:.-'
と「いらっしゃいてl'.すか[とを結ぶ助詞はないカにこのような会話ではない

ことが多い。

ゆ["..・はい。Jの「……!の部分は先方の返答だあるから，学習者には推

測させてみるのがよい。 Iはい，いらっしゃいます。 少々お待らくださFい!

などと11¥るかどうか。

信訟の「あっ」は⑩の「あっ」といjじく， Jttlfかする梓IFが1+¥て，それをM;認

したこと念表す。 Iあっ一|が11:¥るかどうかは，そのH与の状況や伊|人の癖にも

よるが，一般には声を聞いただけで相rが瓦し、に分かるような間柄f(.限られ

よう I来られてJはこの映irlliで初めてIHさjした I(ら)オしる!の尊敬語刑

法。助動詞 I(ら〕れる Iiふ 1'1発@可能@受身@移敬の 4つの怠味.JIJ'f去の

つら，学明者の既潤!の項目はどれかを悲したうえで，それとの対比で指導

するのがよいだろう。シンタクスを重視する指導が r~1 ずと要求されよう。

|お伴らです」は「お~ですJの者iL⑩参照。この 0)セリブで惚意したい

のはう 1dU]主にたlずる敬tiEの{むし、分りであるリ 1活し fの7トぃ、I，d'tC院外三)i;jヲ

「林先!I二Ji乙対してはれ、(~) -' ')しゃる 1(ゆで rfi< J， f;131でrl;、る iの;意〕
1i: mい， [小川先生 IfこI、JL"Cft I求心jしるρ| 在JIJν、ている υ |白いら，")しベ'
どi.JLも，"-jえるか lツョ pぜこ t"(';iI"!i;i織的か戸千かlて上司、lりJ!:' j);) 昨せに， l，fjC尊敬
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語形式でも rcら)れる」よりは「お~になるJや突替形式 (1いらっしゃるj
など)のほうが敬度が高いと考えられている。この女性が意識的に使い分け

たとすれば，林先生と小川先生の t下関係を知っており，それを敬語行動の

うえで明示したことになる。敬語は語葉単位でみても各語の敬度が互いに階

腐をなしていると考えられるが， 1世代や地域や伽|人によりその判断に茶があ

y 
kνO  

~;6J r…はい，お願いします」の「…Jの部分は先方(林先牛j のことば，

例えば「すぐ行きますjなどを推測させたい。["お願いします|は日常会話

で多用されるが，意味七冗語的性格の強い使い方がよくなされるので，丁

重さを強調する憤m句として扱いたい。すべての場合がそうではないが，こ
のセリフのように話者の期待を表し，それも形式化している場合がある o r'l 

己紹介などで「よろしくお願いします」とつけ加えるのと同類でT~(訳はしな

いほうがよい。

⑨「いま，いらっしゃいます|は，電話での連絡の結果を滑に伝えるも

の。["いま」は@で述べたように，近い未来を表す。

⑮⑮については，もはや説明の要もないだろう O ただ， 0"Wの「ありがと

う」については，他のセリフでj青が院生に「ますJを使っているところか

ら 「ありがとうござい:1:す!と古うべきではないかという疑問が出る可能

性はある。 1ありがとうJには，語形!六、わばlド庸の丁寧さ (1です|の体〕

は欠けている O しかし，この疑問は学習者の敬話レベノレの照解に当たって象

徴的な疑問なのである O

以 IJV-3の場1fiiでは， 林先'l'.<ー>1涜Fドメ〉小川先件ニーの"/c:リフ(言語待遇)を

通じて 3 人の人間関係が示されている["林先生J は["~てくださいj 以

外は「小)11うVI:.Jにも院斗Jこも尊敬語や謙談話は使っていない。「小川先生|

は林先生へは尊敬請を，院生へは「'牢訟をf日いている O したがって，この 3

人では林先生が最も高いな場にあるごとが分かる。["小川先生一!と|総生との

間もあまり近く(親しく)ないことが分かる。

この場i而は， I王ぼ I"."fの人間関係で敬語の用法が説明できる内符である
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が，IMz語の学習がもう一段進んだ学習者にI:J:，若い女性の立場の解釈によっ

て，新たな疑問を起こさせる興味深い場前iでもある O

なお，院生らしい若い女性が電話の{4二を小川先生(清)に伝えたあと，あ

たりに人なきがごとくにソファーに杯、り，本合聞くのは気にかかる。二人は

ふだんの付き合いがないので，話題もなかったのだろう，などと考える以外

にあるまい。助手や秘書だったら，せめてお茶の用語、をしようとするのが習

慣だからだ。(この部分は， もともと映画として用意されーていたが，映l匝I1の

全体が時間として長いのでカ、ソトすることにした。)

IV----4 論文について(⑩~⑮)

図書館から林先生が研究室に戻ってくる。 i育は用作:念青う。

キト I-@)ああ，すみません。 i

湾「⑪いいえ。」

林 I-@どうぞ， こららへ。j

治「⑩この間，お話しした私の論文ですが， (林 fこ論文を >~f:: し !Uす〕ご覧い

た/ごtJ:ctナか。j

林「⑪はい，読ませてもらいまし kう。|

清「働よろし〈お願いいたし?とす。 1

ここでは，清が林先生を訪ねてきたI1i'I<]，つまり論文を読ん vでもらいたい

という依頼についての表現が'1'心である。林先'1:.も ~~f もかなり下~!~~i ~J~ -n' v寸J
たしていることに注意させる O

⑩「ああ，すみません」の「ああ iも既11:の「あ勺;などと同類で相子を

iifl・認したことを表す。 IああJは「あっJほど突然でないこと，驚きの弱い

こと， 予測していたことを表す。 r-すみませんlはI降い謝罪で r-cあなtcこを)

待たせ Cfrl しわけない」の意。この場合，林先~I:- がブノレセンテンスで表現す

るとすれば， 1-待たせてすみ;1:せん←!となったかもしれないし， rお符たせし

てすみませんJとなったかもしれない。十本先生はこの|決Wlljで?青にも院":1-:にも
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尊敬語やi謙譲語は使っていないが，ここで「お待たせして-Jという謙譲請

を使ったとしても，必ずしもパランスがくずれるとはいえない。それは「お

待たせしてすみません」がすでにかなり慣用的なあいさつ諸に近くなってい

ること，また，相手が職場上の下位者であるとしても，一人前の社会人であ

ること，ふだん親密なつき合いをしている間柄とも見えないこと，などの理由

による O 分類からみた形式の適用は現実にはそんなに簡単に割り切れない。

@の「し、いえJは「どういたしまして」の意、を含む。しかし「いいえ，ど

ういたしましてJあるいは「どういたしまして一!と全部言ったとすれば，こ

のJ訪問では重すぎる (T重すぎる〉。 この判断は学習者には難しいが， 丁重

すぎる表現は，へたをすると，皮肉となる O

⑪の「どうぞ，こちらへ iは，方角(道筋〕を案内したり，いすに雌らせ

たりするときの表現。["どうぞ」も「こちら」も本書の分類では美化語〔丁

重荷)扱いとしている。 l.¥'に 2つ重なったこの表現は敬意表現の1:1:1で相当

に IlltMよく井l いられノるもので， 1政}交のかなり iおい文!VK にも I~J ~H に当てはまるの

で，語感としての i1卒!;}tはかなりi向い。

⑬「この|討Lお話しした私の論文ですが，ご覧いただけますか」はいくつ

かの指導項目を含む。 rこの間」は話している現主(きょう〕からみて，少

し前の日 o <少し前>は限定はできないが，一般に 2， 3 U以と前を指す。

しかし， どのくらい以前にさかのぼれるかはかなり主観的であるの聞き手に

対して，少なくとも，くいっ>のことか思い出せる組問内の以前でなければ

ならない。 1-お話ししたjは「お~する」という謙譲語形式で，完了形を使

った連休用法。 1論文」は職業 1-の「研究論文Jo[" ~ですがj の「が」はこ

の文の主要指導項目のひとつ。会話で多用されるー穫の話題の提示や前置き

の用法。⑩⑬にも出る。 30巻の学習項目の整理を参照のこと。

「ご覧いただけますか」は「見てもらえるか」の謙談話形式であり， ["お

/ご~いただく」の型の特殊例として扱っていいだろう。["ご覧」は「見

る」の尊敬語で， ["お見になるJという言い方は不可能なので漢誌を利用し

たもの 1-ご」と「覧」とは切り離せない一語となっている。学習者に最も
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注品;をE長JするのfJ，'叩び) 1いよこl'くJu) ，'ili分℃¥ 」ぴ l'リノでは|い1:二/ご十)

ますかJ と II Jfì~l仰にな叶ていることである。発i干 i のわずかな違いなので

[ご覧いただき去す(か)Jとの述いに気づかないことがよくある。 rご覧u、

ただきます Jだったら、 受受P主必主を;吉意;図、す♂1ナj一る詰t陥l支釘n出f百}を{使史一 3 てはいるカが~Fr引話;1日活J丹んl可;三者者の J意;芯1Edι五

び円)1担祁押t甘叩iドiにし /つコ汁Hfに乙な

J判!けIr の志怠、Jよ忘4ふ、 t全ヒ j崎誇誇iφ()必己註~，J寸」十一とる〉こと lにこな ζる) 0 こじり文では |ごは (1こなぜ》て) く/ごさい

'1:せんかJL 1\、子/\ノど H ;f~、で i~， <1ごさい七せんかJならよく分かるが，

I~ くし、!~こだけ;とせんかJ It分かりしくいという あるの!よ4:1'1りにf:):

受点JJ?，のI:ij;必どが， I~ 亡ください ιj二せんか[より IN 止し、 k!，三けませんか j

jのはソが，謙"奈川Li在使うどけ，押しつりをf、いさえ℃ぅねiイイ');，ら;志を毒事rIt:--:)"

る)交合がrHlくなるとは日える。しかしフ場luiやお柄Ic)ぶじ℃使い分ける必要

があるがラいつ，どちらがよいかはrア1問者にはたいへんう〉かりにくいこと

も ;-fi~~ し少の心却に口反する必要がある O なおフ付け力11 え Jt，(よ〉、の L リソ

で iご覧いただけ:とすか iとj-Iって、 「ご覧いただけませんか!といフより

l 匂fな形をとらなかったのは，サマ h~-.__A):支fir日目として民Ll:'rされているからだ

と考えていいだろっ。もし p この)Ij('1ムが初めて持ら/l¥されるものだったら

I'N(いただけるとありがたいん℃すが」のように 3 よりj・1判長のi向い表札

をとることが|分に考えられる。

⑭の IIJい，読ませてもらいまし kう」の「i1九;にぜてもらう」は「動rii1jの

使役形十てもらうJて¥沼代H本部で多Hlされる伴J1l1形式のひとつ。 rcさ)
せていただくJという狭義の敬語こそ使われていないが， r~c さ)せてもら

ソ」もまた助(/1: 主…… I~I う士や I~I づ}(HlJ が!静子に寸 4るの守はなくヲねl子の

許可@容認のもとに行うの意、を含んでいるからである。さらに，この丈に!保

っていえば Iもら νj..1が木来おっている{il)仁〉かの主主を受けるという;意味か

(>，林先'lclJ、j自のii命文を HJt【L¥'ι とによ〉乙1'1らにもヂ11するところがあるだん

，')と考えていると出干しでも力柱。[!'CωなL、。 た I~:' l.-) LI tW; 王子iií~ で!よく{史われノくら

」の Ir~( さ〕せてもらう//いただく J はかなり形式化〔形骸化〕しておりフ

ヰ1・5たとしてキ11手が許可@容認をしたか否かではなく，訴し Fがそのような則
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f#'を」めて， i'll二Jの行為が勝「公しままのゆえでないことを認めてもらおうと

する表現になっている O

[ 1 ] せんえつですが，卒:1二!の司会を勤めさせていただきます。

などがその例である。この i~( さ〕せていただく」は，一方で，相子‘にも責

任を負わせるニ斗アンスを含んでいるので，多用するといや味を感じさせる

こともある。関両方面の E'iぃ方が次第に広がったものと百われている。な

お，文末の I-~ ヒし!、う J については⑦参照。

ゆ「よろしくお願いいたし去す」は，あいさつ耐として，⑩の「お願いし

ます」より r卒な，かしこまった表現としていいだろう。⑮でも触れたが，

何かを依頼す‘る場合，好意をJtJJf、jーする場合などの慣別表現一一あまり意味の

ない社交iC"r令~ として扱いたい。 U4:人にとっては日常的な表現である

が，このような表現を持たない学習者の場合は， くどくどしさ，押し売り，

卑屈を感ずることもある。けれども，改まった場では使えるようにしたい。

IV-5 あしたの休みについて(⑬~@)

Tiなのj易lfiiのつづきであり，ひとつの用件が終わって， f}liJ起の転換が行われ

る。

十本 「⑩ところで，あしたの休みは?.J

清 i@何か。」

林 「⑩ゼミの学生と奈良へ遊びに行くんですが，良かったら，いっしょに

ラ|毛ませんか。」

消 「⑬東京から家内のほが来ておりまして一一。」

林 「⑩ああ，お母さんがいらっしゃったんですか。」

清 「⑪それで， どこかへ案内しようと思いますので一一一。」

林 「⑬ああ，そうですか。J

ゅの!日ところでJは話題の転換を示す銭統制。 I休み」はそれ自体では多

義的であるが，主として仕事や勉強をやめる特定の時間・ 1::1・期間について
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使われる。ここでは 11二|曜UJと考えていいだろっ。 y:1tだったら「お{ノド

みj と美化話イじすることが多い。 f…の休みは?JのあとはがJが/tiかれてい

るか推測させたい。 r予定がありますーか/ひまですか/あいていますか/

…Jなどいろいろ考えられるが，必ずしもぴったりする表現があるとは限

らない。このような I~ は ?J による文の中止刑法は Icj 常会話ではごくふつ

うのことであり， :I!ifこ多少とも改まった場tfrlにおいては全部百わないで和二子

に符えさせようとすることが多い。丈法的には li;tjの提示機能の力で、ある

(⑬参照)0Iあしたの休みはがIか郎合が Jのような段階でrl'JI:させるこ

ともあろう。し、ずれにしても「あなたにどんな予定があるかjの意味:;6'JH(鮮

さオノていhばよ L、。

⑪「何か」のあとも文念総lわせ-cみ/こいo 1 f"Jかご)IJTJF/ご希望でも(お

ありでしょうかけのような答えが/1:れば， 11りかJの;品、I球が分かったことに

なろう。ただし) 11+訴としてはfnfかど、けで十分であ〉て，述詐?を明示する

必要はえr:いυiリh~^) ;JL ff切11)ぴ )J;g~ ~.) 8七五IJすfu;験七あふ。

WJlの Ir~ ミの "J'.IJ:. J i土吐、えのクブソ、に!HJltlしてし、る It./，: Jは li乙

ナ…ルの短縮形で， ドイツ訟の selll111ar から。 114正副では大学の段業に伐l

しぐは「演習」と択されることが多い。 品Rili0)，;持義が'1'心ではなく，学生の

I~I 発的研究発表としてのJ受業を指すのがふつう-^~交I'I'Jに小グループで行わ

れる。次の Î遊びにiiく」の「遊びJは，趣味 e リクリエーションとして好

ぎなこと合するの;志のほかに，伝統的な意味ーのe"!:誌の修行のために他郷へ (J'

くの意が結びついており令三段、しみながら勉学す‘るの忠がj主められている。む、

冷んのセリ 1/よけの立:郎氏、てやはIIJJらかでないが， リケリニ!:…シ :1~合かね

て研究@謝交に行くとい、Jこと宏遠慮がらトこ 1:_1ったちのだと解したい。 (2

人の研究テ…、Jが奈良に関係しているということは次の映1f!1I--30巻 で分か

る。) I-~ に行くんですがj i:l， @訟の「この!日j;foi訴しした私の論文ですがJと

同様，話題の提言Jーでありフ後続文への導入の役|二iを果たす。話者の言いたい

ことの"1"心は後続の文にある or良かったらJは「あなたにとって都合が良か
ったら」や「あなたが希世すれは J の怠で，fi!Jかの+J~案などを行う場合に，
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相手の意志を尊重する意図を表す前置き的表現。より丁寧には「よろしかっ

たらJ(30巻⑦〉という形がある。「いっしょに来ませんかJと「来る」が使

われているのは，話者の心がすでに目的地(奈良〉にある場合や1"われわ

れの(仲間の)ところへ来て参加するjなどの気持ちが込められている場合

である O この文では話者が京都にいるのだから「いっしょに行きませんか」

と言っても少しもおかしくない。かえって i(遊びに〉行くJ と対応しやす

い。なお，この文で「が」の前の丈と後の文との主請の速いをおさえておき

たい。 I-~ んです」自体‘については， I"~ます。それvてで〈ぐぐ、守~、

分かりやすと Uい、、o@>参照1"奈良」については30巻参照。

⑩「東京から家内のfi):がラ!とておりまして一一」について。「家内」は「姿」

の謙談話。身内の者を他人に述べるときは， 1"お父さんJ1"お母さんJ1-奥さ

んJ 1"ご主人」などの尊敬訪は使えないことを徹底させる。親族名称をその

支ま使えば，謙譲耕の機能を負わせることになるがト:友Jより「家|内斗」の

l仁ほ巳王Eうカが，-一

くささがある (①参照)λorラ来i長毛て;おねり「ま主し℃て守Jの I~ て jお3 り:求ヒすす‘J は 1-戸~てい

Eまt-す，-Jのさら』にこ r等寧eな表刻現dで，←l‘重百円としてもいいが，謙譲HII'とするほうが
実用ヒ安全。③の[ごぶさたしております」を参照されたい。

この丈では「……来ておりまして一一一」と丈を Icll.1.1::していることが大切で

ある (30巻3.2.参照)。改まった場j(rIの会話では使われやすいものであり，

特に，断りの表現では， 111子の気持ち喜子可能な|恨り傷つけ来いとする恵、識か

ら，断定や直接恒荷の表現形式はできるだけ避ける傾向がある。そのため，話

者の置かれている状況・立場などだけを述べ，それが断りの理山であること

(本心とは関係ないこと〕を相手にさとらせるという形をとる O ヅI相手は断

りの部分を言わせることなく，話し子の意図を理解しなければならない。こ

れは日本人にとっては決して難しいことではないことを理、解させたい。1"せ

っかくですが…J 1"急用がありまして…」などの場合も|日jじ。⑬⑩参照。

@> 1"ああ，お母さんがいらっしゃったんですか」のI"~んですか」は通常

の疑問文ではなく， I…がいらっしゃった。なるほど，どから ~J 1…がいら
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ゃった。そソですか，そAI':j、ん~J !J:止と1，'11:く，十IJJへのけったこと a:Iズ.e.fa

Lながらう中i卜Fが後続51:.~(' I り ])1どしなかったその内科 9 必:1ヌi 合納得したこ;と {f~

1点す。 30巻⑩参照。

⑪の!それでJi:J:，ゅの 1~1 分の発~__i ，⑩の林先生の発!=i合受付て，次の)(

[につなぐ役11a: .li0松市iL ですから/だか Lリなどと志;味は近11;'，，(して

いるが?ここの)()!J氏ではくJti'il怖の1'1究会怠>か人みてそく♂わないの I(で寸/

/ご)か 1:，[iよ強寸ぎ{i:.'IIJI汁る tう心:@I，会(0);t勺る， ，1，、)jに.i&tiz:; 1;亡し、び)じ

ふふ。 1案内しょ、Jと}ltl"¥去すじりじ J iJ:仰と Injじく 1との'l'IUfW、山 Ht!

111よごけ述べて， あどの文uおJりの立:J会i避けた l引、)10 I~ ~t オーの CJ を

I~~ :とすから[(L:サ‘ると， Iliil¥i'1り性格が強くなり，このi坊のかなり改まった

(J]がな)表現のì~~hfL:はそぐわなし\。むしろ誤)IJとなる。

V )11のほとりで(⑪~ゆ〕

[iflIltJiは咋ぷし，主fi総の111とされいな川|の流れが映る。)主.l!ll(あらしや L仁〕

である。 清@恵美子@ほの 3人が川のほとりを歩d，景色を見ている O

;，:itlr L! は京古11rlTíJIi音1\ にある 1~(J.時j也。!付こうの IJI が)品 I L!。す手の 1~乙 f)( 0)車[:主主l土

イザ名。)11の1f1は桂JlICかつらがわ)。楠はi皮月楠(とげつき工う〕と呼ばれ，

名月の夜，川の一1:流から見ると，月カ刊誌を渡るように眺められたところから

名づけられたという。

旅行者 I-l~ ちょっとうかがし\主寸ーがヲ ~L輪、h'へはどう fJったらいいのでし i

うか。」

:it!j 1 ~4l elb ;b ， 11~ I1論i 占でし/にら，あの|慌を~!主っ亡，イ=1\ニ 1111 がるとすぐJ， 、に

あります。J

旅行二段 1⑩そうですか。

~v ありがとうご，~ 1，、よ しよりj 

こ乙でl立泣きさ， :;1;1(1)説明が111，心となとら。

ゅの「らょっとうかがいますが」は，こ‘の;文:全体で人にもの43訪ねるとき
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の l中な 11火の切り )jとして扱いたい。lI'f-iびかけの‘総と考えてもよい。

「うかがう」は [-11討くcヰにする)J[-質11りするJI訪オしるJの前府議語で， ここ
むは|質問jするJoIちょっと」については⑮参照。未知Iの人(成人〉に刈し

て Iちょっとききますが」はまず他われない。敬語使用が不要と考えられる

tlJfに対しては「ちょっと聞きたいんだ(ですー)がJ1-ちょっと(ものを〕尋、

ねたいんだ(です)が」その他の希望表現を使うことはある。 rちょっとす

みませんが」は広く使われる。、二れらの文ヲkの r i')~J は⑩⑩で述べたことと

Hじく，後続の丈への導入の役割をよ日:たし，有jI浴すると切り IJ[;のj@じを強

くする(:-lO巻 3.2.参照)。法輪寺(ほうりんじ〕は嵐山にある寺の名(4 Jj 

1311に， 13歳の少年少よどが清かざってお参りする 1-1'三まいりJは名高い〕。

1-ïトーリンジJ という発音が正悦に聞きとれるか否かにも注意。 r~へはど

う行ったらいいのでしょうか」は道をきくときの固定的な表現として覚えさ

せたい。 r~ のでしょうかJ の「の」は，説明を求める意が含まれている

が，この場合は，なくてもよい。 r~ はどこですか」しか知らない学習者に

は「どう行命ったらいい(の)でしょうかJrどう行けばいい(の〉でしょうか」

という表現も練習したい。 r~へは」という助詞の重なりも練習したい。

⑬「ああ，法輪寺でしたら」の:----でしたら」は条件形を能ってはいる

が，話題(相手の提出した主題)の反復的(!I'{r認的〉提示。常に相手のこと

ばを受けて反復的に用い「あなたの話題にしている~は」とほとんど同じ。

!法輪寺ならJと「なら」も担える rなら」よりも「でしたらJのほうが
改まり度は高い。，-右に ftlJがるとすぐ左にありますJ は r~ とにありま

すJ の文型として道筋を教える言い方として覚えさせたい。この場合の r~

とJは既定条件を表すもの，または，発見の「と」と呼ばれる。(第22巻「あ

そこにのぼるとうみがみえますj参照。)rすぐ左」という言い方は， [すぐ」

という Mlj訓がある|保られた柏聞でt:"f河合修飾する乙とのある例である O 「す

くソに/お/riiJ/うしろ/先/そこ/隣りJなど。，-ちょっと」も似た働きを

持つが被修館li名前jに差具がある。

@は@@@と同l:-o⑮は⑬参照。
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旅行者のおじぎに対して， yj与や恵美子もおじぎ金返している。 清のおじぎ

は「どういたしましてJr"いいえ iなどの代りと考‘えてよい。

VI 廃関の前で(<@~ゆ)

) /1の流れに重なって庭園が現れW:'恵美子 a消の 3人が見物している。

、ここはl十J禅ニゲ(なんぜんじ)というすの底。南禅寺は京都東部にある禅宗の

、子[i:完で京都五，1，のひとつ。このl院院|の様式は枯山水(か;jしさんすい)とJIヂば

れる。人工庭医iの様式のひとつで，AeIや刈り込みを配し"刊沙を数きつめ，

山や川や海等の景色を表現ナるもの。砂には水の流れ〔波)を表す助、がつけ

られている O 足跡をつけてはいけない。赤く咲いている花はあじさい。

ほ /"<@けっこうなお)定ね。J

忠美子 I⑬ええ。J

消 r'ゆそろそろ1i'き j、し」うか。]

jせ lゆlよL、J

町7;1 {r 、)~つイJ:~Ö!丘;jclJ 1/) r 1))、こうなJ1土 l'j(:U')しい/ヤっくし L

気に入った/満足するに足るJなどの意含交す形谷動指iJo :'.お !~J 1/) Iーお|

は美化tIIiq化JH訟と考えるのが適当1:，'ろう。よ主体JAIlとしての庭園に敬意、合表し

ているととるよりも， 氏、官!の多 JIJ する|三/3J と f~lþ したい。 1"'1様な場 Irri てで男 t~

が 1:1'31ゑJということはほとんどない。|おう 't)J/ーお花jなども1ft]じ。/":お

庶ね!の 1;1.1] (;1: Iネ"J と怖く資青c¥;AL ている。 J長!喫~:llil高、合求める令はも

のrrhihの1Uf測を去すれ !日名刺|ね!七伐Hi:(1)特徴て、¥与なら n必だ/で寸

ねj とJJ}J動討が滋:ちないのがふっッ。⑬⑬参照。

⑬「ええ」はかなり長めに強制1'1'11こ発品、されている。 ほのJ'.1li;~止tfこ対、す心強

い資意、を表す。この場合「はしリと iヲえば，単にねIFの長ったことを了解し

たことになりやすく，冷たい感じを{、f:う。

骨⑩，@ l' そろそ yろ〉千行J~き~ :まkし上 うカかミづJの [そろfそとろJ(品凶副iI同t目而前H伊H的i

j犬措態t誤~(に乙ととi つてc一 /(1物陶H到陛l日!I的"杓i内句トにこも心里m理fl.山!討l'的P狗i内りtに乙もi，j'許許Fさjしる時↑陪間1討尚lりjの|限浪!皮曳沿が、J立lLづいてて一い
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るので，同一の状態をこれ以上つづけることを避けて，次の行動に移るほう

がいいだろう」という判断を表すことば。

⑩の「はい lについては，これまで何恒!か触れた fはいjと「ええ」を参

照されたい。 Iはいj と「ええ」との丁j毛度の違いを基本に考えると，

行動の違い，微妙な;音、味の違いが分かりやすくなってくる O

VII 山門を背にして(⑩~⑩)

言語

庭闘を出た 3人は釘禅寺の大きな111門を背にして歩きながら，昼食の相

談をする。

情 「⑪おH]:さんお:l'f:fこしましょうか。!

母 l@iそうですね。」

恵美子 I@あら，こんな時間だわ。j

清 「⑬(恵美子に〕何にしょうか。J

恵美子 I@そうね。

@母は，おとうふが好きょ。」

清 I@ (母に);おとうふがお好きなんですか。J

ff) I⑬ええ。J

@の「お尽にする」は， f-昼ごはんを食べることにするJの意。「食事名十

にするJという言い方を覚えさせる oI朝食/朝ごはん/朝はんJI昼食/昼

ごはん/お昼/お昼ごはんJI夕食/タごはん/タはん」などの語の多様性

も教えたい。「食事:Jのことを「ごはん」と言うことも。朝食・昼食・夕食

のうち「お」が使われやすいのは「お長(ごはん)J ぐらいで， Iおタはん」

も使うが，少ない。「ご朝食/ご昼食/ご夕食」も使わないことはないが，

斉きことばがふつう。なお， Iお昼」は「正午」の意味でも使われるので注

意。「お茶/おやつ/……にする J も扱いたい。 f-~ ましょうか」は勧誘を含

む提案の表現。

@l IそうですねJは， I日JI言、ずることを表す。アクセントとイントネーシェl
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ン「ソーデ、スネ/'J(こ存f局、したい。

⑬「あら，こんな時間だわJの「あらJは，男性が使うことは少なく女性

に多い。「こんなJ(連体調〕は「このような!の口語表現であると同時に，

;泊三訟の驚き(怠外の感)を表すことができる。この場1Mでは「このようた!

は使えない。「そのような/あのような/どのようなJも同じでラこれらは

得観i'17叙述表現ト:適し， Iこんな/そんな/あんな/どんな iは主観的， j盛

11'11'1り表耽lこ適Lていお。 INII!ill¥Jだ;}lJは丘ド1:'，与:rtJ0 f /(， iiilJトだ十わ IT、jふ(;，

が， I名前十;十人!という言い方はないので， f だわJ ように十2えってさ

しっかえない。男'1'1'なら「こんな時間だ(.1:)J J::なりやすい。|あら， こん

なlI !j'II~J だ!なら男氏ー共に{史う i可能1'1占はある。 1;: '1'1: の rlf!ìn\J だわ」と rll~ín\1

1:1とを比べれは二前者は 1"r:)におlするli'(Cm.断定のUi長が1出く， 1を:おは他者

lこ犬、卜する伝達の意際1tJ::'持つ。

@l I'Mfcしょうか」については，まず J中さのうえで，ほに対する<<rりの

「お尽にし;上しょうか!と刈比する。「お践にし七 LJ:うかJは食事告?とる

かどうかの提案であったが， 11nTにするJはくお尽の rl"~去を仰にするか>と

いう質問丈となる。 10主食として)何を食べるか/{i1Jを選、ぶかJ々どの;訟で

あることを!族認させる。|ーする 1IJftllの!助訓J(や ，;il~前〉の代)fj の機能か村ー什

ているので 1'-にする 1i))忘JlJifむ1mは広L、。

@の「そうね|は， ~青の質問に対してく[~，分もいっし dと考える〉詐合13;

する。労ドIJにら「そう!~てね!となりペサーい。⑬ 8:- 参Il~。

倫び) [何十tJ(士<犬>に対して['，分のf;J:!i測を11、fんだものだが，義Hf!ではあ

〆〉てもj引こJiJ'じあるから，ここで [:1、iMさ/，ノ，-jっても不"1然で、はないο

ど九九{î~:i怒ぶかはそのlI!iのがj比や例人ノ，y，'によるが， r ぉ r~] さ /lノ!のほうが多

いだんう正出われる。 身内在身1)すに r--jうとき (1 1 ，ド I\{~J 係が強〈働くからであ

ど〉 υ 乙、て、fし身|人!けJあるが， I:): 者として:j)立しり その代弁のJ~ を/~

リていゐからだιしだ，1，;I))l，~:)υ1 .13，1ソλ、!の[，1，;.1(J美化;市JlJがいり:!'1'1 ，11) 

以YIがづりtj-)('0 f!Hき )， 1 fJ I;，Fli!jiJlJυ [JI:; '1字削 0，iJ び)，m":{~ I .L I の!iiN、υ りj

1'1 点、 l、】 UHi'<j;'上1..tl'イ)， (15)(13:9券!札

4日



⑪の清の言う「おとうふ」は，ふだんの生活で男性が使うことはむしろ少

ないと思われる。本書では美化語扱いとしている。しかし，男性であって

も，かなり遠慮のいる相手・場面では，ふだん使わなくともこの「お~J は

出ることがある O これはむしろ尊敬語意識に近く， rあなたさまが召しあが
る(食べ物)Jの意、や自らのことば遣いを丁重にしたい意識とがないまぜにな

って， 1お」に具現されるものだと考えられる。「お」の阿倒くささの一例で

ある。なお，周聞に「おとうふ|と言う人が多ければ，いつの間にかその影

響を受けているということも見携してはならない観点である。この治:の場合

は，恵美子が「おとうふ」と言っていることと，義母に対する清の丁寧意識

とが「おとうふJと言わせたと考えられる o 1お好きJは尊敬語の「お」で，

「お母さんが(好きだ)Jの意。 1お~です/なんです!の塑として，⑩の

「お疲れじゃありませんかj と共に再l許認させる。

VIlI 湯どうふ屋で(@-i@)

この場面は，言語表現からみると 3つに下位区分できる。 j百員に対する湯

どうふの注文の部分，料理の出るのを待つ間にする午後の相談の部分，湯ど

うふを食べ始める部l分の 3つである o

湯どうふは日本の伝統的料理のひとつで， とうふを湯で煮て，つけ汁や薬

味で食べる。日の古iJでゆでながら食べるのが特徴。とうふ料理1は寺院の精進

料理!の伝統を持っと言われ，必ずしも 4般的料郊ではない。

VUI--1 湯どうふ屋に入る(+リフなし〉

3人は「ゆどうふIと書かれた肴板のft¥ている手'1風の建物の門を入る。着

物にもんペ，前掛け，ぞうり姿の女五lr員に案内され，ノト烏のさえずりが聞こa

える主Ir緑の木の下少通り，ゆどうふな食べる台、にドドる O

VfIT--2 湯どうふを注文する C691~v ⑩)

トî~: タトの{~~にJiÎドり ， rt~じすると》
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}iicf員 I@どうぞ， こわらの方へ。

(7QlfrIJになさい来すか。j

?清青 I可⑪昔や作何3可iをめしあがりますか01

母 「⑫そそ斗うです

⑬f湯卦どうふ吉宏:いただiさ予立まiすOJ一J! 

;恵恵美ご干子fnl~ じや;あむら〉弓 わたしも。 1

清 「⑬湯どっふをと Jトベ花ざいJ

恵美子「⑮あっp 冷たいお茶ないただけよj、せんか。J

};tLli'!t I拘はU、かしこ去り去し/亡。

@)-，く，10持 1:，い!:ごしますの i 

⑩の「どうぞ，こららの)jへー|は，⑩の「どうぞ，こもらへ|と対比す

る。 いjずれも基本的には)jチ(jを指すが，この場企のように服部!の場所そのも

の在も指〉示Lうる o II読者が11民古ifの1刻9iをよJ"して「こ4 、んらの)J'へj というの

は，たんに「二、んらヘー!という場台よりも改去った場介て、あるのが-)投的で

ある o r-)nのもつあいまいさの牛1J)IJである。
ゆ I-{[Ifになさいます吟かlは 11iiTにするか」の尊敬詰刑法〔するうえにさる)。

この場合は「何を注文するかJの意。⑪⑩とも対照されたい。

のI'Hをめしあがりますかjは「判を食べるかJの尊敬語刑法(食べる/

飲む→めしあがる)0l'あがる iも「飲食するJの尊敬訪として使わ4t，るが，

「おあがりになる/くださる)Jの形で使うことが多い。なお「おめしあが

りになります/くださし\!という人がよくあるが _jf(敬~i~f となり好ましく

ない (3，2.参照〕。 ここで「めしあがる jに対応する謙談話は「いただくJ

(⑮〉であることをii'(l¥認させるのもよい。清が母におjして iめしあがる|全

(ぞつのは「年すぎると l\L~ずる人もあるかもしれない。

⑫の「そうです、ねJは，⑬の「そうね!とは]件fさの泣いがあるだけだが，

悔の「そうですね 1(賛意〕とは違い， 'fTt:rJlc対してほとんど反射的に 11¥て

くるこ i~ ばで，多くの場介，め少の遠!誌を戸j汁内ために;j;fI干の質問に i間髪を入
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れずに希望〈結論〉を述べるのをさしひかえ，一瞬の間をおく役目も果たし

ている一種の応答詞として考えてよい。

⑮の「湯どうふをいただきます|の「いただく」は，⑪の「何をめしあが

りますかJに対応するものだから「食べる」の謙譲語としてよいだろう。

「もらうJ(受けとる)の謙譲語と考えてもよいが，こうした飲食の場而で

は「食べる」と「もらう」とはほとんど同義に使われやすい。なお， rいた
だく」は，特に飲食の場合， rあなたもいただく ?Jのような使い方が広ま
っており，美化語化(丁重詰化〉しつつあるとも言われるが，学習者には避

けるように指導したい。つけ加えれば rお湯Jrおとうふ」があっても，
「お湯どうふ」とは言わない。学習者の疑問はこんなところにもある。

⑮「湯どうふを 3つください」の r3つJは，三人前(分)の意。「ひと
つ，ふたつ，……」という数え方は，他の助数詞(主として無生物の場合〉

の代用をする傾向がつよい。

⑮「あっ，冷たいお茶をいただけませんか」の「あっJは，突然何かに気

がついたことを表す。「お茶」の「お」は代表的な美化語化用法。男女共に

1'tい，かなり同定的。現在「茶」とだけ言う人はきわめて少ない。「いただ

けませんか」については，⑮で触れたように，可能形を使った否定疑問は習

得しにくいので注意する。

「冷たいお茶」に関連して言えば， 11本のレストランでは，食事の前に水

かお茶を無料で出す習慣があることを教えてもいいだろう O しかし，お茶は

熱いものを出すのがふつうであるから，この場合の「冷たいお茶」は，湯ど

うふ屋の特例と考えてよい。(夏に好まれる冷たいお茶は，ふつう麦茶であ

る。〉恵美子は湯どうふ尿に冷たいお茶があることを知っていたのであろう o

上記の⑮⑮で清・恵美子という存がJ占員に対しでかなり丁寧な物言いをし

ていることを奇異.に思う学習者も多いかもしれない。 I~ 闘の習慣がどうであ

っても， 日本人のこの丁寧さが教育 1'.の作意的なものではないことは理解さ

せたい。むろん1I，'il人差はあり， rもらえませんか」と言うこともある O
⑪「はい，かしこまりました」は， I苫員が客:の用件を了承したの意。「か
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しこまる」の語義は，畏れ慎しむの忌、(謙談話〉であるがフ丁重なあいさつ

請として単純に扱いたい。遠慮のいる人間関係や改まったJ易商iでは男女を問

わず多用される O 社交 L 接客 I~の基本m請でもある o rわかりましたJで

もよいかという質問があるかもし*しないが， ~手の注文を<受諾>したという

ような場開ではそく守わないと指導する。「承知lしkした/いたし、J:したJな

らよいが， r-かしこまりましたJよりは事務的な感じがす、る O

⑩「すぐお持ちいたし去すJは「お~いたす lという謙談話イじの知製表

現。⑮参照。この場合は「持ってくるjの意。「すぐ持ってまいり士す 1 し

も言える。

Vill-3 午後の相談について〔⑮~@)

注文の料理がくるまでの間に，午後の相談をする。

忠美子「⑬午後は，どこへ行き J:しょうかJ

時 「⑩そうね。

@清水4Fは，どう ?J

恵美子 1-(I3?1うん。|

⑮の「午後は，どこへ行きましょうかJという恵美子のセリフは，画商iで

は， 1直接には母に向けられているが，清も聞いているので， むしろ 2人tにζ斗l戸仏向;白何1) ] 

けられたことばとf除争

るので'この 2 人に対して恵美子も I~ まし上うかJ というJ"寧表現なした

と見たい。恵美子はほだけに対するときは丁寧語を使っていない。後IH⑩

も 2人にi句りられたものと考えられる。

悌「そうねJについては⑬⑮⑬在それぞれ参照されたい。

@) 1-清水守は，どう ?Jの INは，どう ?Jは，Jft案の言い方。 I~j分の意

志@希望を表明してう杭[Crの判断念あおぐ表現。 r--についてヲあなたはど

う思うか|の意。 r寧tこfj:I ^~は， どうですかJ，さらに[管fには I~ は，

いかがですか!:なる。相子に物事を勧める意味でふある。 清水三1)'(d-よみ
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ずでら〉については，場面Xを参照。

@の恵美子の「うんJは返事というよりは納得・了承のあいづちに近く，

何‘に対する親しさを示している O ⑪では清が恵美子に対して「うんJと言っ

ている O 親子の関係で、はJ..-ドの|哀別なく使われやすい。学官者には，ごく親

しい友人や身内以外に使うと失敗を犯レやすいと注意する。「はい」や「え

えjのぞんざいな言い方であると同時に，文体的には「だJの体(普通体〉

レベノレのことばであるから， Iだlの体が使える相手以外には使えないもの

として扱:うのがよい。

Vffi-4 注文した料理がくる(@-⑩〉

3人が午後の相談をしているときに， J直員が注文の湯どうふ料理ーのセット

を持ってきて配膳する。膳の内容や，府員の配膳のしかたにも注意させる。

チョコレート色に見えるのはごまどうふ。おしぼり，わりばし，士なべ，士

びん，なべしきなども見える。興味に応じて解説するのもよい。

出員 「⑮お待たせいたしました。J

(配膳が終って〉

!古員 i@Jどうぞ，ごゆっくり。J

清 i@さあ， どうぞ。J

!サ i<@はい，いただきます。」

@ iお待たせいたしましたjは「お~いたすj という謙談話の形をとり，

待たせたことに対する詑びの意を含んでいるが，むしろ，エチケットとして

の慣用的なあいさつ語。山員の客に対する場合，事務的な会話，電話，!択の

ア寸ーウンス，開会のあい3つなど，そう長く待たせていなくてもよく用いら

れる。詑びの;患をはっきりIUすときは「お待たせしてすみません/巾しわけ

ございません」などが用いられる。

⑩「どうぞ，ごゆっくりJは，このような市の場合だけでなく，一般に客

に対してくつろいでほしいという怠を表すことばとして，慣用句的に用いら
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れる O 容が帰るのを引きJ1:めたいときにも用いられる。「ごゆっくりJの

「ご I(尊敬語用法〉は， Iゆっくり」という和語(日1)詞〕につく場合の数少

ない併のひとつ。「ごもっともJほか。

⑮「さあ，どうぞJの「さあ i(感動詞〕は文脈により多義的だが， ここ

では，人にものをすすめp その人がすすめられた行動にできるだけ早くIHる

ようにしむりることば。<遠慮しないで〉の意で、七ある。「さあ，どうぞ，

めしあがってくださいJのつもり。

⑮「はい，いただきますlの「いただきますJは，この場介われた;w
りに，私は食べる|の意と H本人の習慣として十五われる飲食を始める前の

あいさつ諾の片l法とが融合していると見たい。あいさつ訴については，人と

いっしょに食事をするときは，だまって食べはじめるのは無作法と考えられ

ている(そういう文化である〉ことを説明したい。また，客はふつうホス

ト/ホステスにすすめられてから箸をつりることも O 食後の「ごちそうさま

〔でしたけ円、ただきましたJなども対として教えたい。その場合のテンメ

に注意。

IX 清水王寺ヘ向かう坂道で((@~⑩〉

湯どうふ犀での食事のあと，清水寺(きよみずでら〕に向かう。清水寺は

京都東部の小rfljい山にある寺院 (X参照〕。清水焼と呼ばれる焼き物は有名

で， 寺院に通ずる奴道の両側に一色、九並んでいるみやげ物厚ーでは， この清水焼

をたくさん売叶ている。焼き物の専門!ちとみられるみやげ物犀で買い物が行

;われる。 女自民(女主人'?)は着物に，向いかっぼ行者姿で出てくる O

IX--1 焼き物爆を見つけて(⑪~⑪〉

坂道のI，t{で母が焼き物を見つけて 2人に声をかける O

母 「⑪あっ， んょっと【J

母 [⑩すみません〔奥の)jへをかける)"J

自負 [⑩いらっしゃい七せ。|
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ほ |⑩これとそれを7見せてください。」

広員 !⑪はい，かしこまりました。J

@の「あっ，ちょっとJは，何かに気がついて，相手を呼びとめたり，注

意をひかせたりする呼びかり語。「ちょっと待って/見て/来て/……/J

などの短縮形と考えてもよい。知らない人に呼びかける場合もある。改まっ

た場l立iでは使いにくく，その場合は I(すみませんが/恐れいりますが〕ち

ょっと~てくださいませんかjのような完全文となる O

@の「すみませんJは画面で見るとおり，ここでは，呼びかけを目的とす

るあいさつ語としての用法。出の人をl呼び出したり，あるいは11子びとめた

り，失11らない人に声をかけたりするときに用いられる。 ぬ品交的な詑びや感謝

と混lujしないこと o )J"r員を11子び出すには「お願いします」もよく用いられ

る。-般の家庭を訪問するときは「ごめんください」が多い。

@IいらっしゃいませJは客の歓迎を表すあいさつ語。 hEi員と客の関係で

はもっとも一般的である。一般の家庭でも来客に用いられるが， 1;5とちが

い，その来客が未知の人で，予告もない来訪のときはふつうは使わない。歓

迎とは心を聞くことだからである o 1-ませJ(1ますJの命令形から終助詞

化したもの〉は省略できるが，あるほうが丁寧で，男女とも用いるが，女性

のほうが多い。ただし， 1ませ」はあいさつ語以外ではしだいに使われなく

なってぎている O

IX-2 湯のみを寅う(⑫~⑮〉

)IM員が客の要求でl日物を出す。ほは恵美子にもプレゼントとして買い与え

るO

!占員 |⑩どうぞ，ご覧ください。」

恵美子「⑩すてきね。

⑩わたしも，こんな、のがはしいわ。」

ほ !⑮じゃあ，買ってあげるわ。」

恵美子 l⑩わあ，ありがとう。j
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仰の Iご覧く/よさい iについては，ゅの iご覧し、kk.け去すかjで述べlc.

lご覧Jを参!隠されたい。 Iご覧になってくだ与し、Jの「になって」を省い

た形としてもいいだろう O 学習者には|お/ご~なさいJ(お読みなさい/

ご、覧なさい，など)との遣いに注意、させる。 r~ なさいj のほうは純然たる

命令でああからj位者には使えないがう r.. くださし¥|のほうは，形は命令

JIラct， li()Wl"願望の表現となる(⑮参照)。劣の要求に犬、jする返事としての
iど').:どフご覧く fごさし、」などl土，むしろ， めJやii/I不半とばったほフがよ

いどろう。

ゆけてき4JJ(よ土ぼt/'I'P#JIJo i 形容動計lnfrlti~中ト，j.U い功、，( IJ:， 

1以の表現として⑬lこ「元気よ」がある O 助動詞とされている⑬の I(元気〉

そうねJもIrdじ。男性なら|すてきだねjとなろうが， Iすてき(だ)Jとい

つことば I~H本男性に向かないという;怠見もある。

ゅの[、こんなのがJの!こんなJについてはラ(立9の Ie!bら，こんなH剖制t..'.

わJ合参照。あえて十lけ力11えれば， (1仰が期待外を表しているのに対し， ~ゅで

は則f/Jどおりを表している。「ほしいわJのIわ iも)目許の終止形に自IHにつ

く久性人宇[IJ の d冬以~f)ffJo rねJが村IfにIfiJ忠;を;;}<:めたり， ecJiがらのu{.為につい

ておIfに的'fかめたりするのが中心的なHJ法であるのに対して， r わ」は I~I 分

の意志。主張@判断などを相千に車内向させたり， iJlらに苦いI会lかせ7たり， j~~ 

1U)した気持ちなどを表わす4のが主たる刑法である orわ」のほうが主観的.1'1 

dl'/I心的といえるので， J~， I立者に~~してや改まったJd0 rfri で多用すると，かえ

ってぞんさいなj~~ じ合与える。'.こ二れに村|芝ぎ当1主l すす一 ζる〉労性 σの〉終助詞は i よ l ι主主1たこは

17な:訟cJであろうカか、、o 叶i均l

してI'使!史hわれどる〉度合いが少/ι:tく〈々にどる)0 そのi並もuである。

~~ !じベ〉 ιわ， J~i ってあけるわ J (j) 1じベ〉あ」は!ではjの11，if:; 1'1'1米.EJto
IじゃJとくいう心ともある o rr(ってあけ ;;0J (土，ほから般への表現てゃ

あるが，不1'1然、でもいらL川でもない o JJ，L在りふ r'~ 亡やゐ J は/1-性はIJ、とん

ど í'J} わなくなっている。リ~i"1 も次第に多Jll';J一ゐ傾向にある。 IあげるJの謙

譲語としての性質は失;ト);1しつつあり，単なる美化"1当，ないし r主主tさのニュ
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ートラルな語に変質しつつあると見たほフがよい。与え手・受け手が人間同

志の場合は特にそうである O したがって，謙譲語的性質は「さしあげるJに

その席をゆずってきている o 27巻「にもつをもってもらいましたJ参照。

(@ [-わあ，ありがとう」の「わあ」は，驚き，喜びなど，意、外なときに思

わずH¥るy二ふ(感動詞)。 うちとけた雰囲気で出やすく， あとに統く文もイン

フォーマノレな言い方が一般的。

lX← 3 お金を払う(⑪~⑩)

大きめの湯のみ茶わんを 2([，'i[買うことに決め，紙に包んでもらい，代金を

渡すO

同[-⑪これを別々に仙んでください。」

!苫員「⑩はい，かしこまりました。j

母 「⑩おいくらですか。」

出員「⑩ 1Tf円いただきます。」

母 「⑩はい。(お金を渡す)J

)Ir;員「⑩ありがとうございます。」

⑪の「別々にJは，物あるいは人について 2つ (2人)以」ーのものを 1

つ 1つ(1人 1人)に分けての意。

⑩ 1かしこまりました」はこの映|出|で 3皮i二[0⑪⑪参照。

(⑧「おいくらですか」の「おいくら」は美化語)司法。 Iいくらですか」で

もよいが["お」をつけて物，~r¥; 、を上ー15hにしようとする人は多い。特に9;性

に多い。なお「いくら」は， 1i前段のほか時間・分量などにも使えるが，

r=T3Jがつくのは値段を聞く場合だけである。[-いくらJ['1体は副詞として

[-1;、くら~ても/でもJの刑法もある。なお，分量・程度などが少ないこと

{t表す「いくらか」とは出IwJしないこと O

(ゅの r-1万円いただきますJは r1万円です」と1.司義で，商売の際の憤則

的表明として扱うのがよい。こちらが受けとるのは 1万円だ、の意味で，形式
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は r'，宇fではあるが， ;ii官議五t}意識はそれu、どなし、と与えられる。その詣~I誌とでは

美化i治化(r電話ffつがrj!It~、。l:: k. ， '会:h:ぷJしく，値段が寸ひに決でと ργぐい

るものについては、 11 ))I'Jく/よさいjとは v:'j、つソははわないこともつけ

がlえ亡いいだろソ o 上たラ 1" 1万ドiいた/三き;主し IうJと百えば， 11m.ヲiきな

どマ， その場でj急立に決めfたこ古伯値白在‘段tにこなる恐jれrもLがJつ〉

この1v値[直夜段のJ伶やキヤ、りとりで会:ちJ，i;'員も，茶わん lつ iつの値段な倣かめない

のは，奇異なJ，~~ じを与えることも夜めない。

(jQ]Jの!はし、」は金をJ(;しIUしながらの「はいJ'C'，どうぞ」とほぼI，ijじ

川法、である。 };t;員は金を受け取るとさ， Flij子で受付取っている。学習者はど

んな印象含持って、あろうか。%に対する敬意であり，お金を句大切にナと〉気持

の表われであると11*人なら解釈するが。
(ゅの[ありがとうございますJは金を受け取るときのあいさつだから羽冶:

形が的われノているが，容が帰るとき， つ;}、 1)J'f物という行為が完 fしたとき

ならありがと 1 ご 5いました」というえ:n~が仰われるであろう。とは

いえ， このような助合の I~ ゴミサ」と I~ ましたJ の辿い分けは，話し子。〕

置かれた¥'r助からみた状況‘般の :() ，そして帰'るということ

を習慣的にとらえるか，臨時'f10にとらえるかなど一一ーに深くかかわっている

ので，簡単には断言できない。

X 清水王寺で ((LOJ)-⑩)

清水寺(きよみずでら)の境内と本堂が映る。，[:-，学生かl高校生らしい修学

旅行の十f/もいる。1fjlJ日校五;務て Jif{ を:f~'つパメガイド(失'1/1'.)も i映る。

洋i水寺は 805icf'.の建立。京都rri51ullにある。 ~~r乏の 111 によせて常やJtt !J、 tiNJ

イ;(1よく自己躍され， IJL/季 ，wnHしい )"Cも美しいとされる O 料、に、二の|りと|出lで見ら

れる懸崖に臨んだ*設の郷介は有名("，事n子?を支えるJi木の紺み介わせは1:ご

く去しく) ~~J毘 ---s くりと 11、F ばれ"(い主〉 υ ょの舞介か i=) (/) 11)じめはすけらしい。

ト含見るとo3J二常lこ高いので，大きな決心tどするたとえとして[清水の舞台か

ら子I~ びドりるよソ」という o ，述どに見える山I~H;し 1劾 n'rÎVIこ出てくる長üLi JJ
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!立iの山々である O

恵美子 i⑩l旬、てうへ行ってみましょうよ O

⑩ねっ。J

⑩の恵美子のことば遣いが一[寧休になっているのは，ほ.~育の 2 人に向け

られたからだと考えてよく，⑮でも触れたが， 1手・清がかなり丁寧なことば

遣いをしていることへの対応と，相手に多少とも遠慮のある|浪り r-てみよ
うよj というインフォーマノレな表現は成人の女性としては使いにくいことの

2つがこの表現を遊ばせたと判断したい。また，終助詞「よ」は，訴しrの
怠志・判断・感情などを相Fに強く訴える性質があり，よろLとともにJtJいる

が， 1-ましょうよ」という形になると，f;z性的ひびきが強くなる O

⑩の「ねっJは「ね」を強く短く発音したもの。 rね」は相手に同意を求
めるのが仁tl{}自守な用担ミであるから， 1-ねっ」と ~fûめることによって，その同

意、をいっそう強く求めていることになる。こうした強い「ねっ」は，ふつう

遠慮のいる間柄では使えない一一一敬意表現とは共存しにくいーーから，ここ

では，母や夫に対するある種の甘えの気J~' ちゃ心楽しさを表していると見て

もいいだろう O

3. この映画の学習項目の整理

この映画のサブタイトノレの[待遇表現Jを忠実に絵理しようとすれば，問

題はあまりにも広くなる r待遇表現」は日本語の中の一部の問題ではない

からである。そこてv この映i出i(次の第30巻も含めて)の主要な目的である

|敬語」ないし「敬意、表現」に的をしぼりう矢11っていると便利なこと，およ

び学Wi者が困惑を感ずるであろうと思われる事項について概説する。とはい

え，これも欲をいえば切りがないので，この映ìrtlj の利 HJ者が I~I ら学習項目合

整理ーするときの手助けとなるようなことについてごく基本的なことを取り上

げ、ることにする。それも一部にしか言及できないが，この29巻では，主に
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I-lij文Hit形式 16::扱L¥ 次の30告と 1-fðk泊 {J'lrリ~J 会|及ソぶといする。いくつか

の点山 2.2.です c(叶主べた」とと重複することがある。

3.1. 待遇表現と敬語

1-1;11')晶表現Jは，そん々に節Jp，(こ定義できるものではないo 上た IfWif当

たJJ;I，.1といっ用話 1':1(*が 'fiJjt(1りであゐとは決していえない。外|云If~fi' に訳す、:

どもむ、ずかしい。ここでは ψじ1，活

(1')1生J係に1，主づいて， ， lifî し fムカリ~λ<' ，ごj.~t~Fffbぷらと tニT 訴才 n助J ということにしぐお

く。

〈このように定義するとう少々くとも 11品"のI訴し、ことばのすべ工が人っスき

℃しまうことは否めない。 +llfを…p宇去に扱うばかりが「待遇」ではないか

ら，普通の表現も，そんざいな表現も，親愛の表現もすべて入ってくる。よと

こで，相 fを丁寧に扱う表現にかりに ii敬語Jということばを当てはめれ

ば，1-.の定義はその主ま「敬語!の定義にも使える。 i長語形式.1 2t-敬訪

形式jにうl'託行動」を「敬語行動.1(こ改めればよ L、。|形式」は碍!のrl'に

(あるいは市のrl"に)あることばの11ラそのものを長子し， i{j'lI均一lはその71ヲ

式在，いつ， どこ-c，どのように使うかを指す。 1のことを強期すれば次の

ようになる。

( r切な表J'j，I，・..……………… 1

NiJ晶表現 J 普通の表u~... …・・………… 0

lぞんざいな表J]，l.. 

一十ト 窃 o .は~土上L、 1-]' '1等t守~f さ J をと J占i七 i埠\i1iに乙したかりぴの〉訂fit己Jりりゐ.cふη るO ιu，〆ろぐう〉ん， 」あP勺)Iム、コJ 

ゆる3支長

亡い4るらわlけ7でiあbわ)るから， 1似X令yづ分士}L仁はζ土上分カか冶りぺや:'jナ一さの jたこめの II~安交交，-でC:Jiあ〉ど心) 0 人大J批i氏tの"!

1子合』片11者は〉 人門i具知則u削)Jからこ jしt去主てで守 1-で寸二Ir'ょとすJrく/ごさし、! その他， わずか
な庁予式に依存し c， !~'，刈のぜい脅しベノレよりほんのノかしツοツス@レベルに近

づいた表現の形式合んできたわけであゐ O そうした~'f:.習者にとっては， ζ

の映l'Jliによって一挙にフ。ラス a レベルの表現 ーといってもその法本一一ーの
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獲得を目指すに二とになる。

プラス・レベルの表現cr寧な表此)を構成する火事な要素が狭義の「敬
この丁寧な表現は欠かせないもの諮」である O 成人の社会生活にとっては，

を í~ っ

た表嵐は待遇表現の代表と見なされるようになる。ここで大切なことは J‘

寧な表品は，普通の表現やぞんざいな表現と相補的に存在していることであ

普通の表~，やぞんざいな表現があってこその一「箪な表脱

普通話や'1毘!N誕tあっての「敬語」である O つまり

「敬語J白ずと要素となる「敬語」の習得が要求され，であるから，

るヲいかえれば，

である O H217民的にみれば，

')jを選べば他}yは選ばれない。

あの方も明E=Iいらっしゃるそうです O十
↑
O
↓
一

，EB
E
-
/

、EE
l
s
-、

寸
l

」つμ
r
t
l」

あの人もあした来るそうだ。

あいつもあした来やがるってよ。

いろいろなヴァリエーションがありうる。また， iil文語これは一例であり，

J-. ~λ 
~ ~ ~ は単に語葉の問題ではない。語葉の違いは文法の違いを含んでいる。

[j本語の<文>は，事柄を表す部分とそれを送りとどける先を表す部分で，

(，1[;し二子の態度を表す部分)とがかなりはっきりしていると見ていいから，

したがっ

次のようになる O

<諦:長十話体(文末形式)>のような形でとらえることができる。

待遇表現を文の構成要素の観点から図示すれば，て，

(帥叩i正両j近討 説謙長
美(他じi話沿(什]丁1豆E.;j沿百剖) 

J辞fおi通泊i泌1詰出i出; 

I，jx 
令
市
五
日
一一UN
u
p

!1!Jq日T自

特別丁寧休一(テヴゴザイマス休

テ、ス/マス休

デアリマスイ本
ダ体(動・ )1去の終止形を含む)

デアル休
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2. :2 のld幻l;び)分経!であり/こイバNUJ(JdiJ*ノ'， 0) l' 11ぜか守山JU、， u又|く二は， luj主うt:
( 1' '1宇~ (~) Iリj ノ)<0) 憐Iì~念頭，/，ノ ( てく，l，tif.十>C文:{;{;， ti活話九iV捌!品』羽jと.(七〉 しい¥、 ソ) (に乙殺紺総i‘みみ、人

れJらJれlノる O ひ、と/つ〉ぺ'(:討十J七i

』伝前糾aJ.形年符浮百市詞fi可iJのいわゆるj終冬I止ÎJ形砂 (J伴王占i日1;7形移)が合:求I川jれLミどる(ら〉ことでbあ〉之ゐS0 Lたがっ亡

1{IIJ'cおっしゃるの」の「おっしゃるJは !{if史認のグ休 (iヰ通f十:)Jという;Y&

いになど〉。 聞き j二が限定されノるからである (3明3.参照)0 フした後いをす

ると p とほ!の「ロ)3-誌」は厳絡には I形態系Jということになる(たどし，こ

れは教育しの般いを古っているのではなく，分析的なことを I:::iっているので

あるから予習者にその:l.tJMII:す勾るよツな」とはJg主えるほソがよい)。大

切なのは「文末形式J'Cあり， 11本訴のく文>は，百l絡がない!絞り， 1'，iiG 5 

織のi!Mイーから逃れられない¥ことをノjJ与し仁し、る。 γ:1官弘河?九守i/!J者者は|日|にし 1耳4 トにこすすA とる~<川

体>がg悶~浩l のうラデy戸三ゴ、ス の γ ス(!向休休イt本iトド、t巳以外てでやあると:さ予， それらが{μ何口吋I古在三i謹意色怠、!味!見味4去;するか， 11木

ri討のどこに位置づけられるか， iEしくは分からないのであるから，その位置

付けをしておくことは，学視/.の不安をfU1pY自寸るには千交立つはず Cある O こ

の|決J!!IIでは['う戸、ス@マスイ本」と[ダ休Jの)jJ法がLt'心となっている。!日j.

の相手に対しては rnfifノドの滋.1m士!号U!llJ'[りに1FT'怠れないことであるから， < 2 
種の話体>が{史われていることは，く 2 税の人f~TJ関係>が要求されているの

fふというふうに理解させたいものである。 30巻で扱う|ソト。ウチ」や

r L， .ドJの人間関係の遭いである。学習者がだれに対しても「デス。 γ ス

体Jしか使わない(使えない〕ということは， 日本人の人間関係を無税して

いるという舛!胞になる c ['デアノレ IrデアリマスJは， ::Lとして書きことtまに

{むわれるものなのもここでは i::i及し L、ことにする υ

3.2. 敬訪の形式

fJ'~;H;，:の「分 f(. ついては，必、味。 )IW~ I 大さな nuu~むがあるがこ ι)[りと Iflli

ぐの取り扱いは2.2.2(3)ぷ述べkし) ~かくの研究文献があるの\.:，では

自l絡する o f由主!E?と注う扱い方会したものがひとつだけあるがフそれは「こら

ら/そらら/……Jや「どッぞJr少々 Jなど「改まりiJHJとでも名づけたい
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語を，それが使われる文のレベノレから見て「美化語(丁重語)Jの中に含め

たことである。取り扱いは利用者の自由に任される。

ここでは，多種多様で一見複雑に見える敬語を，その形式の共通性という

観点から整理しておく O 次の 2穏4煩に整理(される。

I 交替形式(形がすっかり変わるもの〉

(言う)ー〉おっしゃる/申す， (する〉 今なさる/いたす， (見る).-) 

ご覧/拝見，

II 付カ[1形式(接辞を付すもの)

1. 接辞十語

お/おん/ご，員‘~，小~， ;J1I\~， 

2. 語ト接辞

~さん/さまれる/られる，

3. 接辞十語十接辞

お~さん，お/ご~になる，お/ご~する，

どのような敬語も小一単位としては上記のいずれかに属する。尊敬・謙譲…

・・のような意味一|二のIRJjljで、はないから，運用に当たっては形式の区別と意味

の区別をはっきりさせる必要がある O 接辞は，歴史的には「おみおつりJ

「ご芳名」のように重なっていることもあるが， とのように整理した型は

これ以上重ねないのが原則である。交替形式は，ひとつひとつ覚えなければ

ならないものであるが，数はそんなに多くない。付加l形式はいわばニュ}ト

ラノレな話を敬語化するもので数が多く，用法も複雑で，学習者を悩ませる O

特にHの3がそうである。この 3は「お/ご~くださる/いただくJIお/

ご~申し上げる/願うJなどのように額手!的で、動詞用法が多く，この形式を

マスターするか否かは， 1!政務能力の増大に大きくかかわる。この型は，例定

的なものとして， しっかりおぼえさせる必要がある。 I(書い〕てくださるJ

はあっても「お(書しってくださるJはなしり というように。なお，交替形

式の語を付加形式の訴としてしまうものが「お有し Lがりになるjや「お帰

りになられるjのような;重敬語である O ただちに誤用とは言えないが，指
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導[.は誤用として扱いたい。 敬訪といえども，1¥1.iいなれた形式は敬一通:が足り

ないような気がして，もう~--"皮敬語化する傾向(危険)をはらんで、いる o

:tた，人11ilの動(1[".状態を表す14'1立的な「H託!ならすべて敬市化できると

いうわけ'C'はない。「話内|の;怠i法的@文法flZj'I"I:'N(背形を台む)により，倣iiif

イ七が不可能であったり，尊敬語にはなるが， I謀議請にはならなかったりする。

たとえば「お帰りになるJは可能だ、が， [-:10 'Jfffりするjは不可能である。 述

)1) 71ラがパiYE1Ilの訴も「お~になるJI お~す ~)..I (1しいう倣請に付ならたいの

{見るー>X:お見になる(ご覧になる)
[ 3 J ¥ 
い主る→×お年長:になる(お休みになる〉

その他「いるJr来るJIするJなどもそうである。こうしたものは交符形

式を持っていることが多い。「するJについては 11手くおし !.iという形は

ある。初級ではあまり問問にならないが，被合動計j(1書き始めるjなど〕

や慣)[H=GI'I'Jな連語 (1気をつける/気がつく!など)の唱え;IJt化はしばしば u

本人をも困惑させる (30巻⑩参照〉。敬訪イとされることによって) _LA.iü~の熱

型と区別がつきにくくなり， 誤解のもとになるものもある (1ごいっし上す

るJ1お))になるJなど)。型をしっかりおぼえさせると同時に，流動的な点

。入慣用的なものとの1:><:男Ijをする必要もある。

3.3. ダ、の体，ヂス@マスの体とその文法性

I1本詔の丈比名前l文形容詞文。!動詞文のすべてが 3，1で図示したら

f:If(の文末形のいずれかを義務的に要求する。この 5離の;色、I味.m在、について
は， くわしく説かなければならないはずのものであるが一一デアノレ@デ、ア 1)

γス刊11てくるとW-，!，fこそうであるが ~J~I陥の郎合で割愛する(会考文献に

あげた.:)民砂防I{ことはの文法)1を参照されたし、)。

学~Wll者 f;上，おそらく，ここま C くる段附においてもすでに，デス。 γ スの

体とグの休とのいがさのレベ/レや夫、j 人1X;1係における HJ1.kの造作、はあるおり皇 9~11

ぐいとJものとjJJ、われる。そ;lG{i~ riii J!c (こして，ここでは文l:i;JIZjドI:'l'[fc./)し、て
簡 ~rí.(ζ繋:1111しておくりごの11央IffJjで， デス，スのf十;な(リ1わず， グのイ十;含 II~ト〉
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ている人間関係は清と恵美子，母と恵美子という身内の関係だけである O た

とえli、，

⑩これ，たのむよ。〔清一〉恵美子〕

⑩じゃあ，買ってあげるわ。(母→恵美子〕

30巻ではさらに次のような例がある O

@木村先生は，何のご研究をなさっているのo (恵美子→清〕

⑬先生はね，こういう古いかわらにおくわしい方なんだよ o (清一→恵美子〉

⑫には狭義の敬語要素はないが，⑮の l~てあげる J や，@の l~ なさって

いるJは敬語を使っている。しかし， 1ます」は使われていない。この⑮⑮耐

に関して学習者はしばしば疑問を抱く。いわゆる敬請を使うときは「です|

や「ます」の形にしなければいけないものと思いこんでいる{頃向が強い。こ

れは，ほぼ l~です/ます」の文ばかりで習ってきたことと，実際に練習す

る相手(聞き手)が「ですJや「ます」を使わなければならない相子〔主に

先生〉であったからである。教育上の実用性(安全性〕というプラスの而と

同時に，待遇表現の自然さからみると相手が限られていたというマイナスの

面が共存していたことになる。<安全性>をとるか<自然さ>をとるか， と

いうことに関しては教育の効果を優先させねばならないから，一度にいくつ

もの形式を導入することは混乱させるばかりであり，現実の必要性から考え

ても「デス・マスの体」からの導入は妥当であると考えられる。

ただ，待遇表現や敬語を<意識的>に習う段階においては，ダの体とデス

・マスの体の違いを，動作主と開き子との区別を無視したT寧さだけです支

すことはできなくなる。くだれ>に対して i勾fさの配慮:を示すのか，動作主

か聞き fか， ということである O そこで助{ノド主に百及するi祁分と聞き Fに

示す態度の部分とが， どのような関係になっているかを理解させる必要が起

こる。動詞を例にとると次のように図示できる。 1名詞ートダ/デス」の場合

も同様である。

請は動作主の動作/状態等な表現するnii分でヲタテの関係(連合関係)を

なし，文末形式 l~ ル/~マス i は，聞き手にた!する話し予の r寧;意識含示
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動竹下hへの配慮

(おっしゃる) I おっしゃる一一おっしゃいます
ート -~~- ーァ聞き手への配慮

(言 う) Iヨ つ一一一百います

(語) ι ( グ休マスの休)

す部分でフ ヨこIの|共l係(統合関係) {(指している。したがって) J'.関のタデ

の系列で比較すれば動作主についての， ヨコの系列で比較す、*1，ば聞き干につ

いてのJI又り+及いを?比l鮫することになる。つ去り，タテはタテラ ヨ ~1 はま1::::1 で

しか比)1佼できず，斜めに比1佼することはできなし、o ~T: 1!?，'者は，

(a. 00さんがおっしゃった(よ〕。
C 4 J { 
l b. 00さんが i~.i いました(よ)。

で， どちらが「1宇かなどとf雪作目することがあるがラ りIJ物誌と比il決していること

になり，;島、妹、をなさない。 I~ ます j の形は J寧だとのみ覚えている結果で

ある。比!命的に吉えば， 11Ji:最は H%' り物の III~去であり?文ラ!ミ形はその包装紙で

ある O けれども， 1'1吟iJと包装紙は現実のIf¥]凶として無関係でないようにラ敬

意、のI穴jい荒川~Jl卒{十、でJlJ いられやすいのは，聞き Fへの配慮が大きい }J 合 1~IJー

っているからである。それが，敬語動詞はいつも「マス jの体でJtJいられる

と思い込む)Jt!FRである。 100先生がお見えになった(よ)Jのような百ぃ)J

は，友人どうしのあいだでもいけなし、と思っていることがある。 学押者は r~'f;J

!illi f，c 1 l'味合あっさりと送り同ける方法を知らないということである。

u卜ーのことは，動(ノ1'1'.への百及/)，'1::り td(繋を 1!1' l，-、 i ，~ 見 1こ説明であり，迎'í

に9 聞き子111，心lこ考えれば活葉l立文休)1ヲicこ引ぺiXられるということが言え

る。このこーと f;J:， 11県白íj の聞き Fへの Ilil~!;討が;助 ('r::tへの配慮に優先しやすいこ

とを;色)旅する。敬請のm法のく変化>は，この聞き f'(j氏以降のキIlf)への気
遣いが次第七:大きくなり，動作、(J:.話JWの人)への配慮はしだいに弱くなっ

てて一いること tドにピ乙:)ぷ}よ止(/，ルし、γ刈也℃亡いζ心)(~と二百 4 べ い、L、、O 絶え対、lf，敬J政文i語i出百耐カ、 fハ川)バfr1対敬語tにこ移f叶，ベ℃ 

いるF舛J:W.f由1，でもある

什切てくぐ日も l上:i伶合す‘者土して'r1及kわない，片川り均叫I，{F二の品立幻目百否iの)f日w、が， このこ止なよくァドしてい
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る (30巻 3.1.参照〉。こうした聞き子中心の傾向は，敬訪形式の意味・用法

に大きな影響を与え， 敬語の分類を困難なものにしている。「いたします」

「まいりますJ1存じますJ1申しますJ1おります」などは謙譲語意識よりも

むしろ美化語 (T重詰〕意識で使われることが多くなってきている o 100 

首相は本日午前成田空港をアメリカへ向けて出発いたしましたJのような使

い方がラジオやテレどのアナウンサーからも聞かれる O 正用か誤用かの議論

が11¥るゆえんである(本書の扱いでは誤用となる)0 J'.例のようなものは，

文末では「ます」の形でないと使えないということに聞き子11'1心の強さが反

映されている O

3.4. 敬意と敬語

学習者は， しばしば，<敬語>という語の字面にとらわれて，敬意がなけ

れば敬語を使うのはおかしいと考えることがある。また，敬語は，封建時代

の遺物だからできるだけ避けるようにしたほうがいいのではないか，敬語は

人間関係をよりよいものにする障害となっている， という意、見を表明するこ

ともある O いずれも，敬訪とはやIかを考えさせる基本的な問題である。意見

はともかく，敬語は敬意、がなければ使う必要がなく，親しみを疎外するばか

りだ，と考えている学習者には 友人関係や身内の関係だけで 1=1本語を覚

えた学習にはことに多い一一<敬意と敬語とは直接の関係はなく，現在はエ

チケットの意識で使われている>と説明したい。これには反論があるかもし

れないが，理屈よりも実情を見れば，このほうが妥当であろう O むろん<敬

意>とは何かということとかかわるが， 2.2.2. (4)の「敬語の意味」で触れた

ように， 日本人のことばの用法と対人関係についての礼儀作法の考えとが表

裏一休をなしている，と言っていいだろう O この<札>は<敬>とは必ずし

も一致しない。かりに敬意がどんなに強くても，それを表現する言語的手段

を持ち合わせていないこともある。たとえば， :f[~交ずれした部会の子ども

と，無1:1な旧舎の子どもを対比してみれば分かるように，敬語がそのまま話

し一子の敬意を反映しているわけではない。<親しみ>を獲得したいがため
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に， f，J語文化に照らして，了鍛表現在避けたために失敗した外国人の例はよ

く報告される o r寧な言いプjばかりしていたら，く親しみ>を表せないこと

も事実であるけれども， -r隼表現を(史わなくてもよいあi人関係に入るま切でに
は，学生どうしのよッな|訂J---~ ;J;~ill設に恵 '1: れた場合を除いてう長い時間在・要す

るのが叶安〈ゃある。しかも，それはfrr'il人の心照的主観だけで行動に移せるわ

けではなく， rl*人の社会的人間関係のあり引についての価値観と 、f:kし/と

場合でなければならない。」のことについては 30~与でもうーふ度触れる。

二ごで， 1-表現一| ということの問題に官ふれておく。 立:法の<論J!j!位>

と表現のく倫}1j!1生>とい〉ことである。文法(;i:r間違いを犯せば意味が通じな

くなるが，表現一…この場介の待遇表現 は， I問速いを犯せば話し r(/)I'n'l 
f立を傷つiJ，叫により相日二容がおよぶ。日:過表現は，あるべきl閉ましい姿

を要求し〈いる。こうした意味の待遇哀A現は，どの言語fこも存在しているは

寸ミであるが，学羽者は，主J:im(j)姿l乙気づかなし、ことが窓外に多い。

以上， 3.1. <3.4 は fij){H~i.形式を Ifl心としたごく基本的なことである O 指導

項目 としてヲ 2.2.2.(3)であげた，導入@前殺さのiヲいガペコヲ 文2:'f十I.L[:-，‘る言

い)j(こ/)¥バては，30-i告の学習項目の繋翌日にゆずる。
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4. 参考文献 (30巻と共通〕

三矢重松 1908 『高等日本文法』 明治書院

ILi田孝雄 1924 『敬語法の研究1 宝文館

松下大三郎 1928 『改撰標準日本文法』 紀元社

松尾捨治郎 1936 Ir国語法論改』 文学社

時枝誠記 1941 『国語学原論』 岩波書応

三尾 不沙 1942 『話言葉の文法』 帝国教育出版部 (1958 『話しこと

ばの文法JJ)

江湖111恒明 1943 『敬語法』 ;三省堂

三宅武郎 1944 『現代敬語法』 日本語教育振興会

石坂正蔵 1944 『敬語史論考』 大八州出版

1969 『敬語一一敬語史と現代語をつなぐもの一一』 講談社

金田一京助 1959 『日本の敬語』 角川書J占

山崎久之 1963 『国語待遇表現体系の研究一一近世編 』 武蔵野書院

辻村敏樹 1967 『現代の敬語』 共文社

1968 『敬語の史的研究』 東京堂

渡辺 実 1971 『国語構文論』 塙書房

宮地 裕 1971 『文論』 明治書院 (新版， 1979) 

大石初太郎 1971 『話しことば論』 秀英出版

1975 『敬語』 筑摩書房(1966 『正しい敬語JJ)

1983 『現代敬諮研究』 筑摩書房

伊吹 1971 『敬語学入門』 新典社

1975 『暮しの中の敬語』 笠間議院

奥山益郎 1972 『日本人と敬語』 東京堂

1970 『あいさつ語辞典』 東京堂

1973 『現代敬語辞典』 東京堂

1976 『敬語用法辞典』 東京堂
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1976 [I現代敬語読本一一人間関係のヱチケ、ソトー一』 ぎよう

せい

文化庁 1971 rr待遇表現J1 (日本語教育指導参考書2) 文化庁

1974 Ii敬語j] (ことばシリ…犬、 1) 文化庁

野一死; 菊雄t1972 Ii'美しい敬詰』 芸術今民主[:

国立国語研究所 1957 Ii敬話と敬語意識』 秀英出版

一一一一一一…- 1971 11'1!J'j晶表現の実態.11 秀:英11¥版

1981 

1982 

[j'大手ff¥rliの言話斗:.ri¥一分析結i… J

『企業の111の敬語』 三行飲

ヨ1ぞi常

1983 rr倣li??と敬語;高;識 lir，]IIl{，fにおける 20千|清ij止の比il渋

一一』 マ:'(i堂
i何不二男 1974 [['現代11本認のWiJ色JJ 大修鮪

If(i 不二男@林 1)叫1\編 1973~74 [('敬語ii!W時JI全10巻明治書|坑

①敬語の体系，②|三代.rl1r士fの敬語，③中ttl:の敬語，④近l止の敬語，⑤IVJ

治@大正lf!j代の敬語，@現代の"fð文 #~r3'，⑦行動の 1-1: 1 の敬語，⑧ ItI:界の敬訪，

⑨敬語用法辞典，⑩敬語研究の方法

大正i初太郎。林 I)q郎車両 1975 U~敬訪の使い方』 明治三H涜

i;ijj EI小辞典 1976 [r'現代日本語Jl (柴IFl 武編〕 初日新聞下I

講出国語史 5 1971 11敬訪史Jl (辻村敏樹編) 大修館

消波議席fI本語4 1977 Ir'i!I士fri'f.11 ffi皮一吉ー!日j

論集日本語研究9 1978 IiT，政語Jl (北原保Ml編〕 有精堂

議i坐日本語学9 1981 『敬語史』 |列f台宗一|涜

JfJJllノト辞典 1982 n~[説 II*fr1:f J! (林大監修)角川書出

i享 1955 Ii'現代語法新市í~)1 くろしお出版

1972 『現代語法序説』 くろしお出版

1970 『文法小論集』 くろしおIU版

1975 『さ 1::章論文集』 くろしお出版

柴谷方良 1978 『日本語の分析』 大修館
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久野 崎 1983 [i'新日本文法研究』 大修館

牧野成一 1978 11ことばと空間』 東海大学lil版会

柴田 武監修 1980 U'都市の敬語の社会言語学的研究 昭和53年度札幌

における敬語調査報告一一Jl(第 1部・第2部)文部省特定研究「言語」総

指班
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資料





資料1. 使用語義一覧

これは，この映画中に言語表現として現れた全ての語についてー一覧表にし

たものである。資料2.のシナリオ全文同様，教材として活用できることも考

慮、しでかな(ひらがな，かたかな)書きにしてある。

1. 見出し語はアイウエオ!艇に配列し，そこにその使用文例を全て書き出

し1こO

2. 見出し詣の認定については，初級日本語教育の立場に立っている。

2.ー1. 接頭語「おJ1ごJや，接見詰「さん」等は，見出し語として

11)(りL‘げている O ただし， 1おかあさん」等は，そのまま見出し請に

¥L. ててし、る。

2.-2. 数詞は助数百~]と切り離して見iJ\し尚に立てている O

2.-3. 動詞は，終止形を見/J¥し語にしている O

2.-4. 形容動詞は， 1一ーな」の形を見出し語にしている O

2.-5. 1です」に前接する「んJrなん」は，一語扱いにして見a¥しidlf

にしている O

2.--6. rかしこまり i主した l等，↑貝)fJ炎瓜として扱ったものは，見山

し詔にしている o

2.-7. 助動向「た」や接続山i}ii]rて」は，ここでは動副部分に含め見

/t¥し語にしていない。ただし，以JHfi]1ーたら」は，動詞?m分から切り向性

し，見IUし語に立てている。

3. 見11¥し訴の語義，活用変化，他の語との結びつき等に基づいてド位分

顕する場合には， (1)(2)……のようにした。

3. -1. 1お」は，怠l球・Jlj泣くにより卜位分類した。

3.-2. 助制のツち 1-1"、らが pしゃるJ等は;意味・用法等により卜位分知

し， ま/と勤前iは，4;動詞とし亡の刑法と補助!助 ~IiJ としての用法で大き

く二分した。本!fyJ百ii]の;場合は「ます」形であるか， 1- て」等の形

であるかでド位分1ft'!し，補助動詞が違えばさらにド位分類しである。
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また常{十;での f~ì、いjjトL， v;計J及いにして汚1)のうHJiにした。

3… 3. IすみませんJIらょっとJ等は，その意味。刑法により卜位分

;tfTjしてある。

3. --，-4. rです」は， それに伴う終助詞の種類， また!ですJに|んJ

「なんJが前J支2するかどうかにより F位分してある。

3.一，-5. 助詞!かJIがJIに II ねJrの」等は，その7言、味@用法によっ

てド{立分烈してある O

4. I主す Ir t引./，ノJIと}二し/乙去し .l') Jについ Ci~J、文:例の列挙な'tì 111与

L， 文:itPJk けな子Iーした;。

5. {史Hj~文例の丈ll}'!(こは，①② υ …の数千:がつけ¥ある。これは乙/，)リ才

での文通し話:りであり，この解説書全体に共通のものである o 16J'--見IU

しdHI人jでは，この!煩に丈例0::Ji~ /:1'，した。 (1)(2)……と卜位分~f~ した場合に

も，その分限内でInJ イ)fJtIU!1国企とっている。 全くのIjiJ ピ立;については

通し高:弓を棋に，i(r:べ，引HJを:--，-)"1ですませた。

6. 見11¥しJ市の僚には[ J で 'r~\'))li英字のil(1'illHいj をノI七し J、/こその

慣には( )で詔の(~!J1j )，，)数をノJ~ した。
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あ(4)

② あ，えみこ O

⑬ あ，そちらに，はやしせんせい，いらっしゃいますか。

@ あ，はやしせんせい，おがわせんせいがこられて，おまちで、す。

@ あ，ちょっと。

ああ(4)

⑩ ああ，すみません。

(⑪ ああ，おかあさんがいらっしゃったんですか。

@ ああ，そうですか。

(ゆ ああ，ほうりんじでしたら，あのはしをわたって，みぎにまがるとす

ぐひだりにあります。

あげる〔上げるJ(1) 

(}l~ じゃあ，かつてあげるわ。

あした(1) 

⑮ ところで，あしたのやすみは?

あそぶ〔遊ぶJ(1) 

⑩ ぜミのがくせいとならへあそびにいくんですが，よかったらいっしょ

にきませんか。

あっ(.3)

⑦ あっ，そのおにもつ，おもちしましょう O

⑮ あっ，おがわせんせい。

⑮ あっ，つめたいおちゃをいただけませんか。

あの(1)

⑪ ああ，ほうりんじでしたら，あのMしをわたって，みぎ、にまがるとす

ぐひだりにあります。

あら(1)

@ あら，こんなじかんだわ。

ありがとう(5)
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⑤ きよしさん， ~d むかえありがとう。

⑩ ありがとう。

⑮ ありがとうございました。

⑮ わあ，ありがとう O

⑩ ありがとうございます。

ある(3)

( 1)⑮ おかあさんうちょっと，だいがくにょうじがありますので9 しつれい

いたします。

⑪ ああ，ほうりんじでしたら，eQうのはしをわたって，みぎにまがるとす

ぐひだりにあります。

(2)⑩ おかあさん，おつかれじベ)ありま、せんか。

あんない〔案内J(1) 

⑪ それで， どこかへあんないしようとおもい主すの。ぐ

いい(1)

⑬ らょっとうかがし、ますふが，ほうりんじへはどついったらいいので、 Ll

うか。

いいえ(2)

⑮，⑪ いいえ。

いう〔言うJ(1) 

(窃 おがわくんがきたら，まつよフにいってください。

いえ(1)

⑥ L 、え。

いく〔行くJ(6) 

( 1)⑩ そろそろいきまし上っか。

⑩ ごこは， どこへいきまし i、うか。

(2)⑫ ちょっと， 止しよかんへいってきますの O

⑩ trこうへいってみましょうよ。

(3)@j ちょっとうかがし、ますが，ほうりんじへはどういったらいいのでしょ
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うか。

(4)⑬ ゼ、ミのがくせいとならへあそびにいくんですが，よかったらいっしょ

にきませんか。

いくら〔幾らJ(1) 

@ おいくらですか。

いそがしい〔忙しいJ(1) 

⑮ まあ，おいそがしいのに，すみませんでしたねえ。

いたす〔致すJ(4) 

(1)⑮ おかあさん，ちょっと，だいがくにょうじがありますので， しつれい

いたします。

(2)⑮ よろしくおねがいいたします。

⑮ すぐおもちいたします。

(3)@ おまたせいたしました。

いただく〔頂くJ(3) 

⑮ ゆどうふをいただきます。

@ はい，いただきます。

⑩ いちまんえんいただきます。

いただける〔頂けるJ(2) 

(1 )⑬ このあいだ，おはなししたわたしのろんぶんですが，ごらんいただけ

ますか。

(2)⑮ あっ，つめたいおちゃをいただけませんか。

いちまん〔一万J(1) 

(ゆ いちまんえんいただきます。

いっしょに〔・緒にJ(1) 

⑬ ぜ三のがくせいとならへあそびにいくんですが，よかったらいっしょ

にきませんか。

いま〔今J(2) 

@ いま，はやしせんせいは， としよかんへいらっしゃいました。
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ゆいま，いじ).~-)しベ》い tJ..o

いらっしゃいませは)

⑩ いらっしゃいませ。

いらっしゃる(6)

(1)@) よくいらっしゃいました。

吻 いま，いらっしゃい求す。

@ ああ，おかあきんがいらっしゃったんですか。

(2)@ し、t，はやしせんせいl土? としよかんへL、らっしゃL、主し/乙o

(3)⑫ 仁川コしせんせい1;):，いらっしゃいまずか。

03> (ih，そちらに，はやしせんせし¥L、らっしゃLト主すか。

うかがう[{ilJうJ(1) 

⑩ らょっとうかがい主すがラほうりんじへはどういったらいいのでしょ

jか。

うん(2)

⑪，ゅうんο

ええ(4)

⑬，ゆ，ゆええ。

⑬ ええ，とぐもげんさ上。

えみに〔恵美fJ(2) 

② ;Ii>， えみに O

⑬ きよしさんも，えみこもげんきそうね。

えん CI"D(1) 

4仰 いちまんえんい/こどさ!主，j-0 

お帥

(l)@ ð よし主ん，お (L~' かえありがと') 0 

⑦ あ"そのおにも/)，おもむしまし i、レ)り

任命 はやしぜんせいとのおやくそくは?

⑪ けっこうなおにわね。
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⑪ おかあさん，おひるにしましょうか。

@ ははは，おとうふがすきょ。

@ おとうふがおすきなんですか。

⑮ あっ，つめたいおおやをいただけませんか。

(2)⑩ おかあさん，おつかれじゃありませんか。

⑮ あ，はやしせんせい，おがわせんせいがこられて，お京 tうです。

(3)⑩ すぐおかえりになります。

⑧) こちらでおまちになるようにおっしゃいました。

(4)⑦ あっ，そのおにもつ，おも九しまし kうO

⑩ ……はい，おねがいします。

⑩ このあいだ，おはなししたわたしのろんぶんですが，ごらんいただけ

ますか。

(5)@ よろしくおねがいいたします。

⑮ すぐおもちいたします。

⑬ おまたせいたしました。

(6)⑬ まあ，おいそがしいのに，すみませんでしたねえ。

@ おとうふがおすきなんで、すか。

⑩ おいくらですか。

おかあさん〔お母さんJ(5) 

① おかあさん。

⑩ おかあさんうおっかれじゃありませんか。

⑮ おかあさん，ちょっと，だいがくにょうじがありますので， しつれい

いfこします。

⑩ ああ，おかあさんがいらっしゃったんですか。

@ おかあさん，おひるにしましょうか。

おがわ〔小)IIJ(3) 

⑮ おがわくんがきたら，まつようにいってください。

@ あっ，おがわせんせい。
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⑩ あ，はやしせんせい，おがわせんせいがこられて，おまちです。

おっしゃる(1)

⑮ こららでおまんになるようにおっしゃいました。

おとうさん〔お父さ/vJ(1) 

⑭ おとうさんはげんき?

おもう〔忠ソJ(1) 

⑪ それで， どこかへあんないしようとおもい ?l、すので一一一一。

おる(2)

③ ごぶさたしております。

@ とうさ kうからかないのははがきており主して一一。

かい)

(1)⑩ おかあさん，おつかれじゃありませんか。

⑫ はやしせんせいは，いらっしゃいますか。

あ，そららに，はやしせんせL、，いらっしゃいますか。

⑬ このあいだ，おはなししたわたしのろんぶんですが，ごらんいただり

ますか。

⑬ ちょっとうかがし、ますが，ほうりんじへはどういったらいいのでし t

うか。

⑪ おとうふがおすきなんですか。

⑩ なにになさいますか。

⑮ なにをめしあがりますか。

⑩ おいくらですか。

(2)③， @l，⑩，⑬ そうですか。

⑬ ああ，おかあさんがいらっしゃったんですか。

⑬ ああ，そうですか。

(3)⑩ そろそろいきましょうか。

⑪ おかあさん，おひるにしましょうか。

⑬ なににしょうか。
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⑮ ごごは，どこへいきましょうか。

(4)⑬ ゼミのがくせいとならへあそびにいくんですが，よかったらいっしょ

にきませんか。

⑮ あっ，つめたいおらやをいただけませんか。

が(11)

(1 )⑩ おかあさん 'f;).J::っと，だいがくにょうじがありますので，しつれい

いたします。

⑮ おがわくんがきたら，まつようにいってください。

@ あ，はやしせんせい，おがわせんせいがこられて，おまちです。

⑩ とうきょうからかないのははがきておりまして一一O

⑩ ああ，おかあさんがいらっしゃったんですーか。

(2)@ ははは，おとうふがすきよ O

@ おとうふがおすきなんですか。

⑩ わたしも，こんなのがほしいわ。

(3)⑩ このあいだ，おはなししたわたしのろんぶんですが，ごらんいただけ

ますか。

⑩ ゼミのがくせいとならへあそびにいくんですが，よかったらいっしょ

にきませんか。

@ ちょっとうかがし、ますが，ほうりんじへはどういったらいいのでしょ

うか。

かう〔買うJ(1) 

⑮ じゃあ，かつてあげるわ。

かえる〔帰るJ(1) 

⑩ すぐおかえりになります。

がくせい〔学生J(1) 

⑬ ゼミのがくせいとならへあそびにいくんですが，よかったらいっしょ

にきませんか。

かしこまりした(3)

-77 -



吻，⑩，⑩ はい，かしょこまりEどした。

かない〔家内J(1) 

⑩ とうき上うからかないのははがきておりまして F 。

から(1)

とう dl:うからかないのははがさて;おりましてー…一。

きよし〔清J(2) 

⑥ きよし3ん， Jsむかえありがとう。

⑬ きよしさんも，えみこもげんざそうわの

きよみずでら〔清水寺J(1) 

帥 きよみずでらはどう?

ください〔ドさいJ(5) 

(l)@ ゆどうふをみつつください。

(2)ぬ おがわくんがきたら， とつようにいってください。

ifJQJ これとそれをみせえください。

ゆ これ五三べつべつに，つつんでください。

(3)⑩ どうぞ，ごハんください。

くる〔来るJ(5) 

(1 )⑬ ゼミのがくせいとならへあそびにいくんですが，よかったらい-)しょ

にきませんか。

(2)@ とうきょうからかないのははがきており l、して…一一。

(8)⑮ おがわくんがきたら， まつようにいってくださし、。

(4)⑮ あ，はやしせんせい，おがわせんせいがこられて，おま%で、す。

(5)⑮ 九上っと， とし kかんへいってき七す。

くん〔羽J(1) 

⑮ おがわくんがきたら .tつようにいってください。

けっこうな〔結構なJ(1) 

⑪ けっこうなおにわね。

げんきな〔元気なJ(a) 
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⑬ きよしさんも，えみこもげんきそうね。

⑭ おとうさんはげんき?

⑮ ええ， とてもげんきょO

ご(1)

⑩ どうぞ，ごゆっくり O

ごご〔午後J(1) 

⑮ ごごは，どこへいきまし仁うか。

ございました(1)

⑮ ありがとうございました。

ございます(1)

⑩ ありがとうございます。

こちら(3)

@ こちらでおまちになるようにおっしゃいました。

⑬ どうぞこちらへ。

@ どうぞ，こちらのほうへ。

このあいだ(1)

⑬ このあいだ，おはなししたわたしのろんぶんですが，ごらんいただけ

ますか。

ごぶさた(1)

③ ごぶさたしております。

ごらん〔御覧J(2) 

⑬ このあいだ，おはなししたわたしのろんぶんですが，ごらんいただけ

ますか。

⑩ どうぞ，ごらんください。

これ(3)

⑫ これ，たのむよ。

⑩ これとそれをみせてください。

⑩ これをベつべつに，つつんでください。
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こんな(2)

<<í~ あら， ょこんなじかんだわ。

仰 わfししも，こんなのがほしいわ。

さあ(1)

駒 さあ i:ごう午、 υ

さん(日)

⑤ きよしさん，おむかえありがとう O

4砂 きよしさんもえみこふげんきそうね。

じかん [1時間J(1) 

防 あわ，こんなじかんどJ)。

しつれい [I)¥::tLJ(1) 

⑮ おかあさん， らkっと，だいがくにょうじがありますので， しつれい

いたします。

じゃ(1) 

Gゆ :!ヨかあさん，お/)かれじゃあり ιtせんかの

じゃあ(2)

ゆ じゃあ，わたしも υ

⑮ じゃあ，かつてあげるわの

すぎな〔好きなJ(2) 

⑬ ははは，おとうふがすきょ O

⑪ おとうふがおすぎなんですか。

すぐ(3)

@ すぐおかえりになります O

([j<I) ああ，ほうりんじでしたら，あのはしをわたって，みぎ、にまがるとす

ぐひだりにあります。

⑩ すぐおもおいたし主ナ。

すできな(1)

⑩ すてきね。
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すみませんは)

(1)⑨ すみません。

⑩ まあ，おいそがしいのに，すみませんでしたねえ。

⑩ ああ，すみません。

(2)@ すみませんυ

する(7)

(1)⑦ あっ，そのおにもつ，おもちしましょう。

@ ……はい，おねがいします。

(2)$]) おかあさん，おひるにしましょうか。

(3)③ ごぶさたしております。

(4)⑬ このあいだ，おはなししたわたしのろんぶんですが，ごらんいただり

ますか。

(5)⑪ それで， どこかへあんないしようとおもいますので一一一。

@ なににしょうか。

ゼミ(1)

⑬ ゼミのがくせいとならへあそびにいくんですが，よかったらいっしょ

にきませんか。

せる(2)

(1)@ おまたせいたしました。

(2)⑭ はい，よませてもらいましょう。

せんせい〔先生J(7) 

⑮ はやしせんせいとのおやくそくは?

@ はやしせんせいは，いらっしゃいますか。

⑮ あっ，おがわせんせい。

⑮ いま，はやしせんせいは， としよかんへいらっしゃいました。

@ あ，そちらに，はやしせんせい，いらっしゃいますか。

⑮ あ，はやしせんせい，おがわせんせいがこられて，おまらです。

⑮ あ，はやしぜん予ゴい，おがわせんせいがこ r)れて，お法んです。
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そう(9)

(1)③， ~~， (乱@ そうですか。

⑫ ああ，そうですか。

(2)1!l~，⑫ そうですJlo

駒， ~iÒlぞう ;1 -1 0

そう(1)

⑬ きよし13んも，えみこもけやんきそうjιし

そちら(1)

(⑬ あ，そちらにうはやしせん-(1:l、いらっしゃい求すか。

その(1) 

⑦ あっ，そのおにもつ，おも九しましょう。

それ(1) 

@l ごれとそれをみせてください。

それで(1)

⑪ それで、， どこかへあんないしようとおもい主すの

そろそろ(1)

⑮ そろそろいきましょうか。

だ(1)

⑬ あら，こんなじかんだわ。

だいがく〔大f学J(1) 

⑮ おかあさん， らょっと，だいがくにょうじがありますので， しつれい

いたします。

たのむ〔頼むJ(1) 

長争 -.::. Jtノヲ 1とのむよ。

たら(4)

(1 )⑮ おがわくんがきたら， まつようにいってくどさい。

(Q~ らょっとうかがいますが，ほうりんじへはどういe:>たらいいの、でしょ

うかυ
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(2)⑩ ゼミのがくせいとならへあそびにいくんですが，よかったらついっし

ょにきませんか。

(3)⑬ ああ，ほうりんじでしたら，あのはしをわたって，みぎにまがるとす

ぐひだりにあります。

ちゃ〔茶J(1) 

⑮ あっ，つめたいおちゃをいただけませんか。

ちょっとは)

(1)⑮ おかあさん，ちょっと，どいがくにょうじがありますので， しつれい

いたします。

@ ちょっと， としよかんへいってきます。

(2)@ ちょっとうかがいますが，ほうりんじへはどういったらいいのでしょ

うか。

@ あ，ちょっと o

つかれる〔疲れるJ(1) 

⑩ おかあさん，おつかれじゃありませんか。

つつむ〔包むJ(1) 

⑪ これをベつべつに，つつんでください。

つめたい〔冷たいJ(1) 

⑮ あっ，つめたいおちゃをいただけませんか。

で(1)

⑪ こちらでおまちになるようにおっしゃいました。

でした(1) 

⑩ まあ，おいそがしいのに，すみませんでしたねえ。

でしょうは)

⑪ ちiもっとすかがいますが，はうりんじへはどっいったらいいのでしょ

うか。

です(14)

(1)@ あ，はやしせんせい，おがわせんせいがこられて，おまらです。
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(2)@， @，⑩，ゆ そウですか。

⑫ ああ，そうですか。

⑮ おいくらですか。

(3)i@，⑫ そうですね。

(4)⑬ このあい/三，おはなししたわたしのろんぶんです'が，ごらんいただり

ますか。

(5)駒 ああ3 ほうりんじでしたら，あのはしをわたっ亡フみざいまがるとナ

ぐひだりにあります。

(6)(li}l ゼミのがくせいとならへあそびにいくんですが，よかったらいャy しょ

にきませんか。

ゆ ああ，おかあさんがいらっしゃったんですか。

⑪ おとうふがおすきなんですか。

では(1)

ぜタ では，のちほど。

と(5)

(1)句9 こjしとよとjしをみせてくよ:さし、。

(2)⑩ はやしせんせいとのおやくそくは?

@ -1"ミのがくゼいとならへあそびにいくんでつIが，よかったらいっしょ

にきませんか。

Ul)⑪ それで， どこかへあんないしようとおもいますので……。

(4)~ ああ，ほうりんじでしたら，あのはしをわたって，みぎにまがるとす

ぐひだりにあります。

どう(2)

句争 らょっとウかがし、ゴ:サーが， Hつり j，ノじへはどうい<;1こらいいのでしょ

うか。

匂) さよみ1ぐらはどう?

とうきょう〔東京:1(1) 

⑩ とうきょうからかないのは付がき亡おりましぐ 。
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どうぞ(5)

⑫ どうぞこちらへ。

@ どうぞ，こちらのほうへ。

@ どうぞ，ごゆっくり。

@ さあ，どうぞ。

@ どうぞ，ごらんく/ごさい。

とうふ C¥'VMD(2) 

⑬ ははは，おとうふがすきょ。

⑪ おとうふがおすきなんですか。

どこ(1)

⑮ ごごは，どこへいきましょうか。

どこか(1)

@ それで，どこかへあんないしようとおもいますので O 

ところで(1)

⑩ ところで，あしたのやすみは?

としよかん〔凶書館J(2) 

@ ちょっと，としよかんへいってきます。

(⑬ いま，はやしせんせいは，としよかんへいらっしゃい£した。

とても(1)

⑬ ええ，とてもげんきょ。

なさる(1)

⑩ なにになさいますか。

なに〔何J(3) 

⑪ なににしょうか。

⑩ なにになさいますか。

⑪ なにをめしあがり "t'Jか。

なにか〔何かJ(l) 

⑪ なにか。
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なら〔奈良J(1) 

⑮ }ゼミのがくせいとならへあそびにいくんですが，よかったらいっしょ

にきませんか。

なる(2)

(1)⑩すぐおかえりになります。

(2)⑪ こちらでおまちになるようにおっしゃいました。

なん(1) 

<<iv おとつふがおすきなんですか。
!こ(10)

(1)⑮ おかあさん， らょっと，だいがくにょうじがありますので， しつれい

いたします。

@ あ，そちらに，はベコしせんせい，いらっしゃいますか。

⑬ ああ，ほうりんじでしたら，あのはしをわたって，みぎにまがるとす

ぐひだりにあり七す。

(2)⑪ ああ， Iまら')1)んじでしたら，あのはし会わたっ工，みぎにまがるとす

ぐひだりにあり:とす‘o

(3)@ ゼミのがくせいとなら ψ¥あそび!こいくんですのが，よかったらいっしょ

にきませんか。

(4)⑪ おかあさ/凶おひる!こしましょうか。

⑪ なに!こしょうか。

⑩ なにになさいますか。

(5)ゆすぐおかえりになり，'lナ。

⑪ こちらでおまらになるようにおっしゃいました。

iこもっ〔術物J(l) 

⑦ あ uハそのお!こもっ 3 おもらしすし iソ。

!こわ[庭](1) 

⑪ けっこうなおにわね O

ね(7)
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(1)⑬ きよしさんも，えみこもげ、んきそうね。

@ けっこうなおにわね。

@ すてきね。

(2)@i，⑫ そうですね。

@，⑩ そうね。

ねえ(1)

⑩ まあ，おいそがしいのに，すみませんでしたねえ。

ねがう〔願うJ(2) 

@ ……はい，おねがいします。

⑮ よろしくおねがいいたします。

ねっ(1)

⑩ねっ。

の(8)

(1)⑬ このあいだ，おはなししたわたしのろんぶんですが，ごらんいただけ

ますか。

⑬ ところで，あしたのやすみは?

⑩ ゼミのがくせいとならへあそびにいくんですが，よかったらいっしょ

にきませんか。

⑩ とうきょうからかないのははがきておりまして一一一。

@ どうぞ，こちらのほうへ。

(2)⑮ はやしせんせいとのおやくそく，は?

(3)⑩ わたしも，こんなのがほしいわ。

(4)~ ちょっとうかがいますが，ほうりんじへはどういったらいいのでしょ

うか。

のちほど〔後はどJ(1) 

ゅでは，のちほど。

ので(2)

⑬ おかあさん， らょっと，だいがくにょうじがありますので， しつれい
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い/tし elす、。

⑪ それc'， ど乙かへあんないしようとおもいますのでー… h

のに(1)

⑩ まあラおいそがしいのに，すみませんでしたねえ。

!ま(9)

(J)(iの おとう怠!tノ{まげんき?

⑫ はやしせんせいl乱いらっしベ〉いますか。

⑫ いま，はやレせんせい{乱としよかんへいらっしゃい主した。

ゆ ち kっとうかがし、ますが，ほうりんじへはどりいったらいいのぐし上

うか。

⑩ ははl乱おとうふがすきょ O

⑩ ごごは， どこへいきまし j、うか。

⑪ きよみずでらはどう?

(2)⑮ はやしせんせ‘いとのおやくそくは?

(I!I) ところで，あしたのやすみは?

はい(12)

@，⑫フ⑩，⑩ はい。

(まL、，わかりましfこ。

li!:T ……はい。

ゆ ……はい，おねがいします。

⑩ 1まい，よませてもらいましょう ο

(⑫，⑪3 ⑩ 1まい，かしこまり去した。

ゅはい，いただき末す。

{まL[楠J(1) 

iSP らあゴソり Aノ1.:としたら，あのはし {dJ!に)'(，みさ、に!、がるとす

ぐひだりにあり :1:ナ。

はなす〔話すJ(1) 

世.9) このあいだ，おはなししたわたしのろんぶんだすが，ごらんいたにけ
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去すか。

はは〔母J(2) 

⑩ とうきょうからかないのははがきておりまして一一。

@ ははは，おとうふがすきょ。

はやし〔林J(5) 

⑮ はやしせんせいとのおやくそくは?

@ はやしせんせいは，いらっしゃいますか。

⑮ いま，はやしせんせいは， としよかんへいらっしゃいました。

⑩ あ，そちらに，はやしせんせい，いらっしゃいますか。

⑮ あ，はやしせんせい，おがわせんせいがこられて，おまちです。

ひだり〔左J(1) 

⑭ ああ，ほうりんじでしたら，あのはしをわたって，みぎにまがるとす

ぐひだりにあります。

ひる〔昼J(1) 

⑪ おかあさん， :[3ひるにしましょうか。

へ(9)

@ ちょっと， としよかんへいってきます。

⑮ いま，はやしせんせいは，とし上かんへいらっしゃいました。

ゆ どうぞこちらへ。

⑬ ゼミのがくせいとならへあそびにいくんでサが，よかったらいっしょ

にきませんか。

@ それで，どこかへあんないしようとおもいますので一 o 

@ らょっとうかがいますが，ほうりんじへはどういったらいいのでしょ

うか。

@ どフぞ，、こちらのはうへ O

⑩ ごごは，どこへいきましょうか。

⑩ むこうへいってみましょうよ O

べつべつに〔別々にJ(1) 
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⑪ これをべつべつに，つつんでください。

{まう〔方J(1) 

時9 どうぞ3 こちらのほうへ。

ほうりんじ〔法輪寺J(2) 

(ii;il らょっとうかがいまサが，ほうりんじへはどソいったらし、いの℃し l、

うか。

ゆ ああ，ほうりんじでしたら，あのはしをとわたって，みさ、に去がど〉とナ

ぐI井だりにあり:まk

lυ ) iほ法しい 〔欲しUい、つJ(は川

⑮ わたしも，こんなのがほしいわ。

まあ(1) 

⑩ *'あ，おいそがしいのにうすみませんでしたねえ。

まがる [Ill¥がるJ(1) 

⑭ ああ，ほうりんじでしたら，あのはし合わたって，みさ、にまがるとす

くひどりにあります。

*'した(5)

④，⑮，⑮，⑪，ゆ

ましょう(6)

⑦，⑭，ゆ，り，⑩，!jQ3J

E主す側

③，⑮，⑩，⑫，⑫，⑩， @，仰，⑨，⑬，⑩， (@，⑬，⑪，⑩，⑪，⑩ 

⑬，ゆ，ゆ

ましでは)

@ とう0̂ ょうからかないのははがさておりまして O 

ません(:l)

。ゆ，切， ¥z日

まつ〔作J'つJ(4.) 

( 1)⑮ おがわくんがきたら，まつよソにいってください。
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(2)@ こちらでおまちになるようにおっしゃいました。

@ あ，はやしせんせい，おがわせんせいがこられて，おまちです。

(3)@ おまたせいたしました。

みぎ〔右J(1) 

⑩ ああ，ほうりんじでしたら，あのはしをわたって，みぎにまがるとす

ぐひだりにあります。

みせる〔見せるJ(1) 

⑩ これとそれをみせてください。

みつつ〔さつJ(1) 

⑮ ゆどうふをみつつください。

みる(1)

⑩ むこうへいってみましょうよ。

むかえ〔迎えJ(1) 

⑤ きよしさん，おむかえありがとう。

むこう〔向こうJ(1) 

⑩ むこうへいってみましょうよ。

めしあがる〔砲し上がるJ(1) 

⑪ なにをめしあがりますか。

も(4)

⑫ きよしさんも，えみこもげんきそうね O

⑫ きよしさんも，えみこもげんきそうね。

⑮ じゃあ，わたしも。

⑩ わたしも，こんなのがほしいわ。

もつ〔持つJ(2) 

⑦ あっ，そのおにもつ，おもちしましょう。

⑮ すぐおもちいたします。

もらう(1)

⑭ はい，よませてもらいましょう O
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ゃくぞく〔約束J(1) 

⑩ はやしせんせいとのおやくそくは?

やすみ〔休みJ(1) 

⑩ 正こん守、あしたのやすみは?

lSbっくり(1)

@ どりぞ?ごゆっくり。

ゆどうふ〔湯豆腐J(2) 

⑬ ゆと、うふをいたどきます。

⑬ ゆどうふをみつつくださいり

よ(4)

@ ええうとてもげんきょ。

⑫ これ，たのむよ O

⑬ ははは，おとうふがすきよ。

⑩ むこうへいってみまし上うよ。

よい f良いJ(1) 

@ ゼミのがくせいとならへあそびにいくんですが，よかったらいっしょ

tこきま斗]了Aノカミ。

ょう(2)

@ それで，どこかへあんないしようとおもいますので 。

⑬ なににしょうか。

ょうじ〔用事J(1) 

⑩ おかあさん ct)J:っと，だいがくにようじがあり支ナのでタ しつれい

いたします。

ように(2)

⑮ おがわくんがきたら，主つようにいってください。

の こんらでお主九になるようにお、っしゃいました。

よく(1)

ω よくいじ.")しゃい京した。
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よむ〔読むJ(1) 

⑭ はい，よませてもらいましょう。

よろしくは)

ゅ よろしくおねがいいたしますり

られる(1)

⑮ あ，はやしせんせい，おがわせんせいがこられて，おまちですO

ろんぶん〔論文J(1) 

⑬ このあいだ，おはなししたわたしのろんぶんですが，ごらんいただり

ますか。

わ(3)

@ あら，こんなじかんだわ。

⑩ わたしも，こんなのがほしいわ。

@ じゃあ，かつてあげるわ。

わあ(1) 

@ わあ，ありがとう。

わかる〔分かるJ(1) 

⑮ はい，わかりました。

わたし〔私J(3) 

⑬ このあいだ，おはなししたわたしのろんぶんですが，ごらんいただけ

ますか。

⑮ じゃあ，わたしも O

⑩ わたしも，こんなのがほしいわ。

わたる〔渡るJ(1) 

⑪ ああ，ほうりんじでしたら，あのはしをわたって，みぎにまがるとす

ぐひだりにあります。

を(7)

(1 )⑪ なにをめしあがりますか。

⑬ ゆどうふをいただきます。
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@ ゆどうふをみつつください。

⑮ あっ，つめたいおらやをいただけませんか。

⑩ これとそれをみせてください。

の これをぺつぺつに，つつんでください。

(2)働 iああ，ほうりん[でしたら，あのはしをわたって，み庁に:1:がるとす

ぐひだりにあり立す。

ん(2)

(4flJ ゼミのがくせいとならへあそびにいくんでーすが，よかったのいず》し l、

にきませんか0

!ii.~ ああ，おかあさんがいらっしゃったんですか。
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資料2. シナリオ全文

題 名 日本語教育映画i

「よく いらっしゃいましたJ

合、|雨|

制作

…一待遇表現 l--~… 

国立国語研究所

日本シネセノレ株式会社

フィノレム 16m/mEKカラー・スタンダー iご

巻数全1巻

1--映時間

現像所

5分

期決化学

録 音 読売スタジオ

完成昭和58年 8月1511

制作スタップ

制作

脚本

演出助手

撮影助手

照明助手

スクリプト

静永純

前田直明

野津和之

篠沼哲夫

西国 博

)ぷ IJJ 由起子

制作JEl.当

演

撮 影

照 明

中安和則

録音 小川正城(読売スタジオ)

斎藤康一

佐藤吉彦

前回 i直明

相良国康

伴野 功

ネガ編集

配役 小)1¥ 清御友公喜 小川恵美子正木香子

恵美子の母五十嵐美恵子 林教授西本裕行

大学院生江川泰子 湯どうふ屋の応員前問佳子

(向上声土井美加) 清水焼屋の陪員荒木ょう子

旅行者 久松美津枝
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カット i

1 

2 

3 

4 

ら

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

匝i lfri 

メイン@タイトノレ

m本訴教育映匝ILI
テーマ@タイトノレ

「よく いらっしゃい:1;したj

一一一待i鼠表現

J主者1¥

夜明けの京都全長

ff 

!I 

I! 

!I 

11 

I! 

I! 

" 
京都駅

新幹線のプラ γ トホ…ムで待

つ清@恵美子

新幹線到着

母を迎えるj青@恵美子

月.i清 ω恵美子，タかきはじめ

96 < 

一t: リ ブ

えみこ「①おかあさん。 l

はは「②あ，えみこ。」

きよし「③ごぶさたしており

ます O

④よくいらっしゃいまし

た。j

はは「⑤きよしさん，おむか

えありがとう0-'
きよし「⑥いえ。」

きよし「⑦あっ，そのおにも

つ，おもちしましょう。 1

はは「⑧そうで}すか。

⑨すみ，'t.tt;，υ01 

ポよし「⑩おかあ i~ ん，よ).<) 
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16 

17 

18 

19 

20 

21 

る

京都駅前のタクシー乗り場で

待つ三人

清の顔

清肩越し，母顔

三人

清，タクシーに乗る

大学の研究室

研究室内

林，大学院生との会話後，研

究室を出る

清，研究室に入る

大学院生手前

清肩越し，大学院生

-97-

かれじゃありませんか。J

はは i@いいえ。

⑫きよしさんも，えみこも

げんきそうね。」

えみこ「⑬ええ。

⑭おとうさんはげんき ?J
はは「⑮ええ， とてもげんき

ょ。」

えみこ「⑮はやしせんせいと

のおやくそくは?J
きよし「⑫うん。

⑮おかあさん，ちょっと，

だいがくにょうじがありま

すので， しつれいします。」

はは「⑩まあ，おいそがしい

のに，すみませんでしたね

え。」

きよし「⑮では，のちほど。」

はは i@はい。」

きよし r-@これ，たのむよ。」

えみこ r-@はい。」

はやし i@ちょっと，としよ

かんへいってきます。

⑮おがわくんがきたら，ま

つようにいってください。」

いんせい r-@はい，わかりま

した。J

きよし i@はやしせんせい

は，いらっしゃいますか。」

いAノせい「⑮あっ，おがわせ

んせい。

⑮いま，はやしせんせい

は， とし上かんへいらっし

ゃいましfこO



22 

23 

24 

25 

26 

27 

ソファ…に降、るj清

電話する大学院生

受話器2::巌いで，治の)jへや

ってくる

ソファ…に出る大学院生

中本ヲ Fアからλってくる

!史1.に入主主林と消

柿H乙出るj手t

林 .y台

- 98… 

⑩すぐおかえりになりま

ず。

@こちらでおまらになるよ

うにおっしゃいました。J

きよし I@そうですか。J

いんせい「⑮あっフそちらに，

はやしせんせい，いらっし

ゃいますか。

。事......はいoJ
いんせい「⑮あ dつフ川9は

んせい3 おがわせんせ、いが

こられて，おまちです。

⑪…...はい，おねがいしま

すo

Q7)1，、ま、らっしゃし、ま

す 0.1

きよし「⑩そうですか。

⑩ありがとう。」

はやし I@ああ，すみませ

ん。J

きよし[0!i)いいえ。|

はやし「⑩どうぞこんら

へ。J

きよし[@.::のあいだ，おは

なしし1とわkしのろんふ二ん

で、ナが，ごらんいただけま

すか。J
はやし["@はい，よ ~t ぜ“ても

んい去し上う。j

ざよし I(⑬よろしくおねがい

いfこし:主す υl

f:J: Jやし I@lところで，あ LJ.に

のやすみは?J
きよしちなにか。!
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29 

30 

31 

32 

33 

34 

35 

36 

清の顔

林.?青

嵐山 歩く清・恵美子・母

清肩越し，旅行者

旅行者肩越し，消

立ら去る旅行者

)11 

lyoj禅寺境内

枯山水の庭 そオしをみるほ・

恵美子・清

母

- 99-

はやし「⑩ゼミのがくせいと

ならへあそびにいくんです

が，よかったら，いっしょ

にきませんか。J

きよし「⑩とうきょうからか

ないのははがきておりまし

て一一一。J

はやし f@ああ，おかあさん

がいらっしゃったんです

か。J

きよし「⑪それで，どこかへ

あんないしようとおもいま

すので---oJ

はやし「⑫ああ，そうです

か。」

り上こうしゃ「⑬ちょっとう

かがいますが，ほうりんじ

へはどういったらいいので

しょうか。J
きよし「⑪ああ，ほうりんじ

でしたら，あのはしをわた

って，みぎにまがるとすぐ

ひだりにあります。」

りょこうしゃ f@そうです

か。

⑮ありがとうございまし

fこ。」

はは「⑪けっこうなおにわ



37 ノ¥

歩く二三人

38 IJI門riil)歩く三人

:l9 湯どっふ以

門に入る母。恵美子@消

40 111肢を:歩く三人と1r1rN

41 台tこドド:る三人

42 jiR員

43 Jiv，っている三人

-100…叩

AJ. oJ 
えみこ["C@ええoJ

きよし「⑬そろそろいきまし

ょうか。j

はは「⑩はい。J

きよし|…⑪おかあさん，おひ

るにしましょうか。」

はは f@iそうですね。J

えみこ f([iwあら，こんなじか
んだわoJ

きよし「⑪なににしょうか。

えみこ["(@そうね。

iÍÍ~ははは 3 おとうふがすき

ょoJ
~'í:よし!日⑩おとうふがおすき

なんむすか。 I

はは「⑬ええ。j

てんいん「ゆどうぞ， ι;九ら
のほうへ。

⑩なにになさいますか。J
きよし ["Qj)なにをめしあがり

ますか。j

はは「⑫そフです‘ね。

⑬ゆどうふをいただきま

す。向|

えみこ「⑮じゃあ，わたし

も。J
きよし[éI，')Jゆどう、ふ Jどみつ"'~

く/心2:l;、0.1

えみこ|⑩あっ，つめたいお

んやをL、ttだけま司:1:0)，ノか。J



44 i母肩越し，屈員 てんいん「⑪はい，かしこま

りました。

⑮すぐおもちいたします。J
45 | 母と恵美子 えみこ「⑮ごご、は，どこへい

きましょうか。」

はは r(@Jそうね。

@きよみずでらは， どう

?J 

えみこ「⑮うん。J
46 i 配膳する席員 てんいん r@おまたせいたし

ました。

⑩どうぞ，ごゆっくり。J
47 | 食べる三人 きよし r@さあ， どうぞ。」

はは r@はい，いただきま

す。」

48 清水寺 はは i@あっ，ちょっと。

三年坂を登る母・恵美子・清 @すみません。」

49 清水焼屋の市員をl呼ぶ母 てんいん r@いらっしゃいま

自員がやってくる せ。」

はは「⑩これとそれをみせて

ください。J
50 I )古員と母 てんいん r@はい，かしこま

庖員，湯のみを出して台の上 りました。」

へのせる てんいん「⑮どうぞ，ごらん

ください。」

えみこ r@すてきね。

⑩わたしも，こんなのがほ

しいわ。」

51 i 三人 はは「⑮じゃあ，かつてあげ

るわ。」

えみこ「⑮わあ，ありがと

う。J

はは r!@これをベつべつに，

つつんでください。J

-101--



52 j占員

53 お金を払う Iす

(51 j古7Íく、V~ t.~::)伝く τt人

55 11 

56 I 新繰の清水守l

57 I企:f均i' IliIJ作タイトノレ

企画| 国立国語研究所

HJIj('F 11本シネセノレ株式会

者r.

102 

てんいん「⑮はい，かしこま

りました。」

はは「⑩おいくらで、すか。J

てんいん「ゆいち虫んえんい

ただきます。 I

(:tlま i@j)はいoJ
んいん「⑩ありがとうご5

いfヒナ。J

えみこ「⑩むこうへいってみ

.tしJ、うよ。

必ll*l叶りー|


